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こ
の
ま
ち
で
、

暮
ら
し
を
重
ね
る
。

特集「移住」のその先へ
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＆
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も
う
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史
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訪
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天
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水
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情
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友
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シ
ゴ
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ま
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ら
そ
う

た
の
し
い 

た
く
さ
ん  

イ
ベ
ン
ト
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

ま
ち
の
出
来
事
を
お
届
け  
四
国
中
央
タ
イ
ム
ス

親
子
の
情
報
広
場  
子
育
て
パ
ー
ク

健
康
で
い
こ
や
！
四
国
中
央  

健
康
ガ
イ
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オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
・
児
童
虐
待
防
止
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
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「
し
ん
ど
い
」
が
、
大
き
く
な
る
前
に
。

お
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知
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く
ら
し
の
情
報

令
和
７
年
度

水
道
事
業
の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

四
国
中
央
市
長
杯 

野
菜
た
っ
ぷ
り
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト

受
賞
レ
シ
ピ
決
定
！
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四
国
中
央
市
で
暮
ら
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続
け
る
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移
住
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イ
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納期限

11/10（火）
水道料金・下水道使用料・・・10 月分

11/30（月）
国民健康保険料・・・・・・・・    5 期分
後期高齢者医療保険料・・・・・    5 期分
介護保険料・・・・・・・・・・    5 期分
保育園・認定こども園使用料・・11 月分
放課後児童クラブ負担金・・・・11 月分
市営住宅・駐車場使用料・・・・11 月分

人口と世帯数

人口　　 78,529 人　  （前月比 -46）

世帯数　38,403世帯（前月比 +  2）

令和 8 年 9 月末現在

広報四国中央
（電子版）

四国中央市
公式 LINE

広報四国中央
アンケート

新・愛媛グルメを満喫！
「東予・洋風焼き鯛めし

  食べくらべラリー」開催中
東予地域で話題の「洋風焼き鯛めし」。香ばしく焼き
上げた県産真鯛を、ドリアやリゾットなど各店独自の
アレンジでバラエティ豊かに楽しめます！

スマホを使ったデジタルスタンプラリーが開催中！
この機会に、お気に入りの味を見つけてみませんか。

（四国中央市から 4 店舗 が参加中）

1. 対象店舗で「東予・洋風焼き鯛めし」を注文
2. 店内の 2 次元コードをスマホで読み取り、
　スタンプを取得
3. スタンプ数に応じて特産品やお食事券が当たる
　抽選に応募

　　　　　　　　　　開催中～ 12/31（木）まで開催期間

デジタルスタンプラリーの楽しみ方

スタンプラリースタンプラリー
参加はこちら▶参加はこちら▶

詳しくは詳しくは
こちら▶こちら▶

土
居
窓
口
セ
ン
タ
ー
の

改
修
工
事
の
お
知
ら
せ

　

土
居
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
土
居

窓
口
セ
ン
タ
ー
に
集
約
す
る
た
め
、
11

月
下
旬
か
ら
、
土
居
窓
口
セ
ン
タ
ー
の

改
修
工
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
騒
音

な
ど
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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５
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３
月
中
旬
か
ら

                                           

５
月
中
旬
予
定
）

問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
課　

28
・
６
０
２
３

No.271

2026
令和8年



    MMyy  HHighigh  
  SScchhoolool    DDaayyss

三
島
高
等
学
校 

２
年

石
川
壮そ

う
い
ち
ろ
う

一
朗
さ
ん

広報12月号では土居高校の生徒を広報12月号では土居高校の生徒を

紹介します！紹介します！

来月もお楽しみに！来月もお楽しみに！

文化祭

放課後にクラスのみんなで話し合
いながら準備した時間も、かけが
えのない思い出です。

部活動

サッカー部の副主将として、どうす
ればチームが良くなるのか、周りを
見ながら考えることも増えました。

普段は入ることのできない IT 企業の施
設を訪れ、最先端技術の活用を学べる
ことに魅力を感じて参加しました。自
分の目で見て初めて知ることも多く、
新たな分野に触れながら、将来の選択
肢を考えるきっかけになりました。

「四国中央市を盛り上げたい」と、仲
間とライブイベントを企画していま
す。関係者への聞き取りを重ね、開催
の意義や地域の活性化にどう結び付け
るかを考えながら、場所や費用など実
現に向けた課題を整理しています。

高校生活は、入学してからの行
動次第で大きく変わると思いま
す。私自身、興味を持ったこと
に一歩踏み出す中で、経験や考
え方が広がりました。

自分の選択に自信を持って、高
校生活の中でやってみたいこと
を見つけてほしいです。

中学生のみなさんへ中学生のみなさんへ
ToYouToYou

ProfileProfile
三島西中学校出身
サッカー部の副主将を務めながら、ボ
ランティア活動にも積極的に参加。何
事にも前向きに挑戦する姿勢が、周囲
の生徒にも元気を与えている。

DX ハイスクール総合的な学習（探究）の時間

自
分
の
一
歩
で

　

高
校
生
活
は
広
が
る

    MMyy  HHighigh  
  SScchhoolool    DDaayyss

高校生活で広がった、新しい世界高校生活で広がった、新しい世界

School Life ScenesSchool Life Scenes

宣伝班の班長として、ラジオ出演な
どを通じ、大会を支える PR 活動に
取り組みました。

ボランティア活動（SHiPs※）

Soichiro Ishikawa

三島高等学校三島高等学校

VOL.2VOL.2

高校に入って、将来を真剣に考えるようになりました。
そのきっかけの一つが、1 年生の夏に家族で訪れたカナ
ダで異なる文化や価値観に触れたことです。  

その後、フィリピンやカンボジアで、現地の小学生に日
本語や英語を教えるボランティアを経験しました。参加
にあたっては授業との兼ね合いもありましたが、先生が
自分のやりたいことや将来につながる経験だと背中を押
してくれました。  

今は、より多くの人に「笑顔と夢を与えられる人」を目
指し、さまざまな経験を重ねながら、自分の進みたい道
を探しています。

※書道パフォーマンス甲子園  高校生運営チーム



立川莉
り な

奈さん（U ターン）
1996 年  金生町下分生まれ
5 歳で柔道を始め、中学生以降を福岡県
で過ごし、国内外の大会で優勝を果たす。
2024 年、結婚を機に U ターンし、現在
は市スポーツ協会に勤める。

立川哲
て っ た

太さん（I ターン）
1998 年  福岡県糸島市生まれ
東京の大学を卒業後、埼玉県の企業で 1
年半働いたのち、福岡県へ戻る。
2024 年、結婚を機に I ターンし、現在
は介護施設に勤める。

夫
　
結
婚
後
の
暮
ら
し
や
将
来
の
子
育

て
に
つ
い
て
考
え
る
中
で
、
妻
の
地
元

で
あ
る
四
国
中
央
市
を
生
活
の
拠
点
に

し
よ
う
と
提
案
し
ま
し
た
。
私
に
と
っ

て
は
初
め
て
暮
ら
す
土
地
で
し
た
が
、

二
人
の
こ
れ
か
ら
を
ど
う
築
く
か
を
考

え
た
と
き
、
こ
こ
で
生
活
を
始
め
る
こ

と
に
迷
い
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

妻
　
中
学
生
か
ら
福
岡
で
暮
ら
し
て
い

た
た
め
、
地
元
で
再
び
生
活
す
る
の
は

久
し
ぶ
り
で
し
た
。
実
際
に
戻
る
と
、

ま
ち
を
歩
く
人
の
数
や
時
間
の
流
れ
に

も
落
ち
着
き
を
感
じ
ま
す
。
市
外
で
過

ご
し
た
時
間
が
長
か
っ
た
か
ら
こ
そ
、

以
前
と
は
違
う
目
で
ま
ち
を
見
る
よ
う

に
も
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
暮
ら

し
を
考
え
る
う
え
で
も
、
穏
や
か
に
生

活
で
き
る
環
境
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

身
近
に
自
然
を
感
じ
ら
れ
る
こ
と
も
、

地
元
で
暮
ら
し
て
改
め
て
気
付
い
た
こ

と
の
一
つ
で
す
。

将
来
を
見
据
え
た

暮
ら
し
の
選
択

暮
ら
す
中
で
変
わ
る

ま
ち
の
見
え
方

夫
　
移
り
住
ん
だ
当
初
は
、
地
名
や
聞

き
慣
れ
な
い
方
言
に
戸
惑
う
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
一
方
で
、
知
ら
な
い
土
地

だ
か
ら
こ
そ
、
通
り
沿
い
の
店
や
街
並

み
に
は
自
然
と
目
が
向
き
ま
す
。
今
は

自
転
車
で
通
勤
し
な
が
ら
周
囲
を
見
る

う
ち
に
、
店
を
目
印
に
す
れ
ば
場
所
が

分
か
る
よ
う
に
な
り
、
自
分
な
り
に
ま

ち
を
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。

妻
　
今
で
は
夫
の
ほ
う
が
私
よ
り
道
を

知
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
地
元
で
暮

ら
し
て
き
た
私
が
知
ら
な
い
店
を
夫
が

教
え
て
く
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
同
じ
ま

ち
で
も
見
え
て
い
る
も
の
が
違
う
の
だ

と
感
じ
ま
し
た
。
二
人
と
も
お
酒
が
好

き
で
、
夜
に
食
事
へ
出
掛
け
る
こ
と
も
、

今
の
暮
ら
し
の
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。

こ
の
ま
ち
で
重
ね
る

二
人
の
暮
ら
し

夫
　
妻
と
同
じ
く
、
私
も
幼
い
頃
か
ら

柔
道
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
四
国
中
央

市
で
も
、
柔
道
が
人
と
知
り
合
う
き
っ

か
け
に
な
り
、
練
習
に
足
を
運
ぶ
中

で
つ
な
が
り
が
で
き
ま
し
た
。
食
事
に

誘
っ
て
も
ら
う
な
ど
、
妻
や
職
場
と
は

別
の
付
き
合
い
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
人
間
関
係
が
こ
の
ま
ち
で
で

き
た
こ
と
を
、
心
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
人
の
優
し
さ
や
温
か
さ
を
感
じ

る
場
面
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。

妻
　
夫
が
こ
の
ま
ち
で
自
分
な
り
の
付

き
合
い
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
私
自
身

も
、
四
国
中
央
市
を
地
元
と
い
う
だ
け

で
な
く
、
二
人
で
暮
ら
し
て
い
く
場
所

と
し
て
見
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

夫
　
こ
れ
か
ら
も
機
会
が
あ
れ
ば
、
さ

ま
ざ
ま
な
場
に
参
加
し
な
が
ら
、
人
と

の
つ
な
が
り
を
少
し
ず
つ
増
や
し
て
い

き
た
い
で
す
。

四国中央市で
暮らし続ける

「移住移住」の
その先へ
新しいまちへ移り住むことは、「移住」の始ま
りです。そのまちで働き、人と出会い、地域を
知る中で、少しずつ自分の居場所になっていき
ます。

今回は、移住者の声を通して、四国中央市での
暮らしと、それを支える取り組みを紹介します。

NEXTNEXT
本市では、移住してきた方が安心して暮らし
続けられるよう、さまざまな取り組みを進め
ています。
次のページでは、その暮らしを支える 4 つの
取り組みを紹介します。

「ここで暮らし続ける」を支える

4つの取り組み
幼い頃から続けてきた柔道は、今
も二人の暮らしを支える

四国中央市で重ねる日常も、二人
にとって大切な時間

移住
した夫婦に聞

い
た
！



若者への家賃補助

・令和 7 年中に本市に転入した
・転入時点で 18 歳以上 39 歳以下
・�転入の直前まで愛媛県外に 3 年

以上住んでいた
・�申請日時点で 1 年以上本市に住んで

おり、今後も居住する予定がある
・進学や転勤などによる転入でない
※�その他の条件はホームページで確

認してください

対象者　次の全てに該当する方

県外から本市に移住した若者世帯に
対し、住宅の賃借に掛かる費用の一
部を補助します。

最大12万円
（月額最大 1 万円）

申請期間
11/2（月）〜 令和 9 年 1/15（金）

移住者ランチ交流会

01つながる

転勤や U I J ターンしてきた方、もともと住んでいる
方も、このまちでの暮らしのこと、仕事のこと、何
でも気軽に話せる交流の場が始まります。

同日開催

四国中央市の魅力を再発見・再発掘！

不動産フェア

地域の魅力を体感できるワークショップやグルメが
大集結！親子で楽しみながら「住まい」や「地域の
未来」について考えませんか。

12/6（日）10：00〜16：00
金生公民館

▪︎不動産無料相談、実家リスク診断
　不動産終活おみくじガチャが回せます

▪︎親子参加クイズ大会
　① 10：30〜　② 13：00〜
▪︎書道パフォーマンス大筆体験
▪︎表札づくり体験
▪︎マルシェ

問い合わせ先
四国中央宅建協会  24-2235

支える02

「あったかしこちゅ〜事業」と「空き家バンク」について、
詳しくはポータルサイトをご確認ください▼

補助額

四国中央市の魅力や移住・定住に関する情報を発信中！

詳
し
く
は

こ
ち
ら
◀︎

詳
し
く
は

こ
ち
ら
◀︎

四 国 中 央 市 魅 力 発 信
移住定住ポータルサイト

詳しくは
こちら▼

詳
し
く
は

こ
ち
ら
▼

問い合わせ先　四国はひとつ課  0896-28-6168

空き家バンク
市内の空き家の情報を集め、移住・
定住を希望する方に紹介する制度で
す。空き家を新しい暮らしの場とし
てつなげてみませんか。

住まう03

あなたの空き家が、
誰かの「このまちで暮らしたい」
を支えるかもしれません。

あったかしこちゅ〜事業
若者の U I J ターンを促進し、地域人
材を確保するため、賛同企業に協力
していただきながら、さまざまな事
業を実施しています。

働く04

これまで実施した主な事業
・紙のまち魅力体験バスツアー
・若者暮らし動画の発信
・若手社会人異業種合同研修会

本事業にご賛同いただける
企業を募集しています！

登録は無料無料です。

新しい一歩をこのまちで。
若者の暮らしを応援します。

12/6（日）11：00〜13：00
金生公民館  和室
※�昼食は各自でご用意ください。同日開

催の不動産フェアでは、キッチンカー
などが並ぶマルシェも開催します

初開催

クイズ大会で
豪華景品が当たる！？



あなたは、障がいのある人の人権が守ら
れるためには、どのようなことが必要だ
と思われますか（複数回答）。

問

「障がいのある人に対する正しい理解等
の推進」が最も多く、次いで「日常生
活への支援の充実」と続いています。
今後も継続して、障がいのある人に対す
る理解と認識を広げる取り組みの充実、
また、誰もが理解し合い、認め合える、
安心して暮らせる社会づくりを推進し
ていく必要があります。

考察

643
585

568
366

333
265

197
26

11
15

41

日常生活への支援の充実

仕事に就く場所や機会の提供

相談・支援体制の充実

権利や生活を守る制度の充実

交流の促進

特に必要なことはない

その他

無回答

わからない （件）

障がいのある人に対する正しい理解等の推進

ユニバーサルデザインを取り入れた社会環境の整備

995

659

653

393

290

196

16

19

19

67

他人への誹謗中傷の掲載

プライバシーに関する情報の無断掲載

SNSによるいじめなど

犯罪を誘発するようなサイト

差別を助長するような書き込み

未成年者の実名や写真などの情報の掲載

特に問題はない

その他

無回答

わからない （件）

あなたは、インターネットによる人権侵
害に関して、どのようなことが問題だと
思われますか（複数回答）。

問

インターネットを悪用した人権侵害は、
すでに広く認識されている問題であり、
また、他のさまざまな人権課題にも影響
を及ぼすと考えられることから、市民が
「加害者」や「被害者」のどちらにもな
らないための取り組みを推進する必要
があります。

考察

ひぼう

610
507

388
384

277
255
251

231
222

182
125

95
57

11
30

211

インターネットによる人権侵害

障がいのある人に関する人権

同和問題（部落差別）

女性に関する人権

高齢者に関する人権

外国人に関する人権

性的指向及び性自認に関する人権

犯罪被害者等に対する人権

子どもに関する人権

刑を終えて出所した人等に対する人権

HIVなどウイルス感染者の人権

ハンセン病患者等に対する人権

アイヌの人々に関する人権

その他

無回答

なし （件）

今の日本の社会にはさまざまな人権問
題がありますが、あなたが最近、身近で
見たり、聞いたり、または、今もあると
思われるものはどれですか（複数回答）。

問

「インターネットによる人権侵害」が最
も多く、次いで「障がいのある人に関す
る人権」、「同和問題（部落差別）」となっ
ています。
「なし」と答えた人が前回に比べ倍以上
に増えており、見えにくい、気付きに
くい人権侵害へと変化していると考え
られるため、現代的な人権侵害に気付
くための啓発が必要です。

考察

　

本
市
で
は
、「
四
国
中
央
市
人
権
尊
重
の

ま
ち
づ
く
り
条
例
」
を
制
定
し
、
差
別
の

な
い
明
る
い
、
住
み
よ
い
、
豊
か
な
ま
ち

づ
く
り
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま

た
近
年
で
は
、
社
会
構
造
の
変
化
や
価
値

観
の
多
様
化
な
ど
、
人
権
を
め
ぐ
る
状
況

は
複
雑
多
様
化
し
て
お
り
、特
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
の
悪
質
な
書
き
込
み
な
ど
新

し
い
人
権
課
題
が
生
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

令
和
元
年
12
月
に
本
条
例
を
一
部
改
正
し
、

更
な
る
人
権
施
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
の
中
、
同
和
問

題
（
部
落
差
別
）
を
始
め
と
す
る
あ
ら
ゆ

る
人
権
問
題
に
つ
い
て
、
市
民
の
意
識
や

理
解
の
実
態
に
つ
い
て
調
査
し
、
今
日
ま

で
の
人
権
・
同
和
教
育
及
び
啓
発
の
成
果

と
課
題
を
見
い
出
し
、
今
後
の
本
市
が
目

標
と
す
る
ま
ち
づ
く
り
の
基
礎
資
料
と
す

る
た
め
、
令
和
７
年
10
月
に
市
民
意
識
調

査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
そ
の
調
査
結
果
が
ま
と
ま
り

ま
し
た
の
で
、
市
民
の
関
心
が
高
か
っ
た

人
権
問
題
を
中
心
に
、
主
な
内
容
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

〇 

対
象
者
数　

３
０
０
０
人

〇 

回
収
者
数　

１
２
６
６
人

〇 

回
収
率　
　

42
・
２
％

人
権
人
権
に
つ
い
て
の

　
　
　

　
　
　    
市
民
意
識
調
査

市
民
意
識
調
査

　
　
　
　  
結
果
報
告



調
査
結
果
か
ら

調
査
結
果
か
ら

　
「
人
権
に
つ
い
て
の
市
民
意
識
調
査
」
は
、

市
民
の
意
識
の
変
化
や
現
状
を
把
握
す
る
た

め
、
５
年
ご
と
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
さ
ま
ざ
ま

な
人
権
問
題
を
身
近
で
見
た
り
聞
い
た
り
し

た
と
の
回
答
が
多
く
あ
り
、
各
人
権
問
題
に

対
す
る
「
理
解
と
認
識
」
を
広
げ
る
こ
と
、「
相

談
・
支
援
体
制
」
を
充
実
す
る
こ
と
、「
社
会

環
境
の
整
備
」
を
進
め
る
こ
と
な
ど
が
、
共

通
し
た
課
題
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

ま
た
、
同
和
問
題
（
部
落
差
別
）
が
い
ま
だ

社
会
に
根
深
く
残
っ
て
い
る
こ
と
も
う
か
が

え
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
問
題
と
し

て
捉
え
、
解
決
す
る
た
め
に
必
要
な
知
識
や

行
動
を
広
げ
て
い
く
た
め
に
は
、
適
切
な
教

育
・
啓
発
を
推
進
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

正
確
な
情
報
や
人
権
・
同
和
教
育
の
必
要
性
・

重
要
性
が
広
く
行
き
渡
る
よ
う
な
取
り
組
み

を
継
続
し
て
実
施
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

具
体
的
に
は
個
々
が
学
習
会
や
研
修
会
な

ど
に
積
極
的
に
参
加
す
る
と
と
も
に
、
職
場

な
ど
の
学
習
会
の
充
実
を
図
る
な
ど
、
多
様

か
つ
効
果
的
な
学
習
に
取
り
組
む
こ
と
が
重

要
で
す
。

　

全
て
の
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の

実
現
を
目
指
し
て
、
市
民
一
丸
と
な
っ
て
人

権
問
題
の
解
決
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
市
民
意
識
調
査
報
告
書
に
つ
い
て

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま

す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

人
権
課　

28
・
６
０
７
３

あなたが、過去３年間、同和問題（部落差別）について身
近で見たり、聞いたりしたという方にお聞きします。それ
は次のどのような場合でしたか。

問

過去 3年間、同和問題を身近で見たり、聞いたりした人は、
「結婚」や「交際」の場合と答えた人が多く、身近な問題
になったときに顕在化していると考えられます。
これらの結果は、差別の現実を捉えたものであり、現在も
なお差別が存在するという事実を表しています。この問題
を一日でも早く解決するために、一層、人権・同和教育や
啓発活動を推進していく必要があります。

考察

69.4%

34.8%

35.2%

50.0%

16.2%

18.0%

19.6%

30.0%

9.0%

8.2%

6.7%
0.7%

13.5%

1.5%

5.0%

8.1%

14.6%

32.6%

10.0% 5.0%

92.6%

身元調査をしない

身元調査をする

わからない

その他

無回答

本人の意思を尊重

相手に会って判断

家族や親戚と相談して判断

身元調査をして判断

認めない

わからない

その他

無回答

68.3%

7.0%

21.3%

1.6%
1.7%

しない

する

わからない

その他
無回答

身元調査を「しない」と回答した人は、結婚の相談を受けたとき「本人の意思を尊重する」と回答した割合が高い一方、
身元調査を「する」と回答した人は、「家族や親戚と相談して判断する」「認めない」と回答した割合が高くなっています。
今後も継続して、身元調査おことわり運動の趣旨について理解を広め、より多くの人が結婚において本人たちの意志
のみが尊重される社会を目指した啓発を推進していく必要があります。

考察

あなたは、自分、もしくは自分の子どもなどの
結婚の際、身元調査（聞き合わせ）をしますか。

問 もし、あなたが自分の子どもや孫から、同和問題（部落
差別）にかかわる結婚の相談を受けたとき、どうしますか。

問

本人の意思を尊重

58.6%

相手に会って判断

17.2%

家族や親戚と

相談して判断

4.7%

身元調査をして判断

0.8%

認めない

1.5%

わからない

13.6%

その他

1.3%

無回答

2.3%

144
85
83

73
51

36
26

18
64

結婚

家庭や親戚関係

職場

交際

新築・転居

就職

商売関係

進学

その他 （件）

身元調査と結婚相談のクロス集計



撮影協力：四国中央市食生活改善推進協議会

特別賞（3作品）

しこちゅ～ベジバリ！
井上佳

か れ ん

蓮さん、井上結
ゆ あ

愛さん、
大西 仁

じ ん

さん、大西 塁
る い

さん、
鎌倉柚

ゆ ず か

香さん、島村翔
か り な

里菜さん、
水町秀

ひ で か

香さん、宮内唯
ゆ い

衣さん
（川之江高校2年）1人分の野菜量

240g

じいじの里芋と山のいもの
もちもち焼き
～ばあばの夏野菜トマトだれ～
植田康

こ う す け

介さん
（三島南中学校1年）

1人分の野菜量

236g

宮﨑弘
こ う い ち

一さん
（三島南中学校1年）

季節野菜の
無水トマトスープ

1人分の野菜量

403g

三好美
み ゆ う

優さん
（三島南中学校1年）

夏野菜ソースの
ナス豚巻き

1人分の野菜量

205g

夏野菜彩りパスタ

優秀賞（2作品）

飛鷹湊
み な と

人さん、藤田悠
ゆ う と

斗さん、
藤田 宗

そ う

さん
（土居中学校2年）

1人分の野菜量

581g

野菜には、塩分を体の外に排出する働
きがあります。日常的に摂ることで高
血圧を防ぎ、脳卒中や心疾患といった
生活習慣病のリスクを減らすことがで
きます。

野菜を食べて高血圧予防

作り方
❶�玉ねぎをみじん切りにし、玉ねぎの辛みを和
らげるため、なるべく広げて空気に触れさせ
ておく。

❷�皮をむいたニンジンとリンゴを薄切りにし、
ほかのにんじんドレッシングの材料と共にミ
キサー（またはすりおろし器）に入れ、滑ら
かになるまで混ぜる。

❸�①の玉ねぎにマヨネーズと黒こしょうを加え、
混ぜ合わせる。

❹トマトを 5mm程度の厚さにスライスする。

❺�トマトの上に②のにんじんドレッシングをか
け、その上に③を乗せ、パセリを散らす。

近藤龍
り ゅ う の す け

之介さん
（川之江北中学校3年）

1人分の野菜量

212g
332kcal

最優秀賞

食卓花咲くトマトサラダ
1個
1個

大さじ3
少々
少々

トマト 
玉ねぎ（小）
マヨネーズ
黒こしょう
パセリ

材料（2人分）

1/2本
1/4個

大さじ2.5
大さじ1
小さじ1/8

にんじんドレッシング
ニンジン
リンゴ
オリーブオイル

リンゴ酢
塩

カリウムを多く含む野菜を使い、高血圧予防を意識し
ました。仲間と試行錯誤して作った自慢の一品です。

夏野菜をたくさん使い、みんなが好きなナポリタン風
の味付けにしました。

血圧を下げる効果があると言われているリンゴ酢を使
いました。トマトとニンジンで彩りよく仕上げました。

詳しくは
こちら▼︎

問 保健推進課  28-6054

今年は、前回の 82 作品を上回る 109 作品の応募がありま
した。一次審査を通過した 6作品を対象に、10 月 4 日の
健康まつりで最終審査が行われ、各賞が決定しました。
受賞レシピをヒントに、毎日の食事に野菜を取り入れてみ
ませんか。

野菜野菜たっぷりレシピコンテスト

受賞レシピ決定！

四国中央市長杯四国中央市長杯

※ 20 ページに関連記事



財政状況をお知らせします
水道事業水道事業の令和77年度

水道
施設

などを
整備するための収入と支出

水道
水を
つく
りお届けするための収入と支出

不足額

10.8億円

留
保
資
金
な
ど

6,322万円

ｰ 1,771万円

ｰ 3,732万円

三島川之江

土居

新宮

地域ごとの収支

収入
20.3億円

料金収入

16.4億円

その他収入

3.9億円

収益的収益的収支

減価償却費など

11.0億円

維持管理費

6.3億円

支出
20.2億円

人件費2.0億円

借入金利息0.8億円
純利益純利益0.10.1億円億円

資本的資本的収支

支出
15.9億円

収入
5.1億円

建設改良費など

10.0億円

借入金の
元金返済

5.9億円

市繰入金1.4億円

借入金3.7億円

※�留保資金とは、現金
支出を伴わない減価
償却費など、企業の
内部に留保される資
金です

水道は生活を支える大切なライフラインです。
市では、水道水を安定してお届けするために、
皆さまからの水道料金などを財源に、水道施

設の整備や維持管理を行っています。
今回は、令和 7年度の収支や施設の整備状況
などをお知らせします。

　
水
道
事
業
な
ど
の
公
営
企
業
会
計

の
経
理
は
、
日
々
の
営
業
活
動
に
必
要

な
経
費
「
収
益
的
収
支
」
と
、
施
設
の

整
備
な
ど
に
必
要
な
経
費
「
資
本
的
収

支
」
に
分
け
て
管
理
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
７
年
度
の
収
益
的
収
支
は

８
１
９
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た

が
、
給
水
人
口
の
減
少
や
節
水
意
識
の

向
上
な
ど
に
よ
り
、
収
入
は
前
年
度
と

比
べ
２
０
２
１
万
円
減
少
し
、
黒
字
額

も
３
６
５
０
万
円
減
少
し
ま
し
た
。

　

一
方
の
資
本
的
収
支
で
は
、
配
水
管

約
５
・
１
㌔
メ
ー
ト
ル
を
整
備
し
た
ほ

か
、
配
水
池
や
ポ
ン
プ
場
、
機
械
・
電

気
設
備
の
更
新
事
業
に
よ
り
、
約
10
億

円
の
整
備
事
業
を
行
い
ま
し
た
。
な

お
、
不
足
額
は
、
留
保
資
金
な
ど
で
補

い
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
度
に
行
っ
た
主
な
整
備

事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
送
配
水
管
布
設
事
業

５
億
５
４
８
３
万
円

・
浄
送
配
水
施
設
整
備
事
業

３
億
２
６
６
５
万
円

・
土
居
地
域
水
源
整
備
事
業

６
３
６
３
万
円

水
道
事
業
の
こ
れ
か
ら
　

　
人
口
減
少
に
よ
り
水
道
料
金
収
入

が
減
少
す
る
一
方
で
、
施
設
の
老
朽

化
に
よ
る
整
備
費
用
の
増
加
が
見
込

ま
れ
る
な
ど
、
水
道
事
業
の
財
政
状

況
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
安
全
で
お
い
し
い
水
を

皆
さ
ま
に
お
届
け
す
る
た
め
、
令
和

８
年
度
か
ら
令
和
11
年
度
に
掛
け
て
、

土
居
・
新
宮
地
域
の
水
道
料
金
を
段

階
的
に
引
き
上
げ
、
川
之
江
・
三
島

地
域
と
同
水
準
に
統
一
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
ご
負
担
を
お

掛
け
し
ま
す
が
、
将
来
に
わ
た
り
安

全
な
水
道
事
業
を
継
続
し
て
い
く
た

め
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

計画的な設備投資を行うため、将来の水需
要を見据えて施設の統廃合を検討し、送配
水施設の再構築を進めています

樋谷配水池・西金川送水ポンプ棟（上分町）

問
い
合
わ
せ
先

水
道
総
務
課　

28
・
６
４
５
２



11
月
１
日
か
ら
12
月
１
日
は

犯
罪
被
害
者
月
間
で
す

　

犯
罪
被
害
に
遭
っ
た
方
を
取
り
巻
く
問

題
を
社
会
全
体
で
考
え
、
誰
も
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
社
会
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

　

県
で
は
、
犯
罪
被
害
者
の
経
済
的
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
に
、
見
舞
金
を
給
付
し

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
▼

問
い
合
わ
せ
先

　

県
警
察
本
部
犯
罪
被
害
者
支
援
室

　
　

０
８
９
・
９
３
４
・
０
１
１
０

　

被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
え
ひ
め

　
　

０
８
９
・
９
０
５
・
０
１
５
０

　

く
ら
し
の
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　

28
・
６
１
４
３

地
籍
調
査
成
果
を
閲
覧
で
き
ま
す

　

令
和
７
年
度
に
調
査
し
た
次
の
区
域
の

成
果
を
縦
覧
し
ま
す
。

　

・
川
滝
町
下
山
及
び
領
家
の
一
部

　

・
富
郷
町
寒
川
山
の
一
部

期
間
　

　
11
月
16
日
（
月
）
〜
12
月
７
日
（
月
）

　
　

９
時
〜
17
時

　

※
土
・
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く

場
所　

国
土
管
理
課

　
（
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー 

５
階
）

問
い
合
わ
せ
先

　

国
土
管
理
課　

28
・
６
２
２
３

令
和
９
年

令
和
９
年  

は
た
ち
の
成
人
式

は
た
ち
の
成
人
式

日
時
　
令
和
９
年
１
月
10
日
（
日
）

　

13
時
開
会
（
受
付 

12
時
～
）

場
所
　
し
こ
ち
ゅ
〜
ホ
ー
ル

　

※
乗
り
合
わ
せ
て
お
越
し
く
だ
さ
い

　

※�

会
場
の
敷
地
内
に
個
人
的
な
掲
示
物
は
設

置
で
き
ま
せ
ん

対
象
者
　

　

平
成
18
年
４
月
２
日
〜

　
　

平
成
19
年
４
月
１
日
生
ま
れ

　

※�

対
象
者
に
は
、
11
月
中
に
案
内
状
を
送
付

し
ま
す
。
市
外
に
住
民
票
が
あ
る
方
は
、

生
涯
学
習
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課　

28
・
６
０
４
６

選
挙
公
報
を
配
布
し
ま
す

選
挙
公
報
を
配
布
し
ま
す

　

選
挙
公
報
は
、
立
候
補
者
の
経
歴
や
政

見
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
重
要
な
情

報
源
で
す
。
11
月
５
日
（
木
）
に
、
新
聞

折
り
込
み
で
お
届
け
し
ま
す
。
新
聞
を
購

読
し
て
い
な
い
世
帯
で
、
郵
送
に
よ
る
個

別
配
布
を
希
望
の
方
は
、
選
挙
管
理
委
員

会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

愛
媛
県
知
事
選
挙

愛
媛
県
知
事
選
挙

投
票
日
時
　
11
月
15
日
（
日
）
７
時
〜
20
時

　

※
一
部
地
域
は
18
時
ま
で

問
い
合
わ
せ
先

　

市
選
挙
管
理
委
員
会　

28
・
６
０
５
１

▶
詳
し
く

は
こ
ち
ら

ご
み
出
し
の
ル
ー
ル
を
守
ろ
う

ご
み
出
し
の
ル
ー
ル
を
守
ろ
う

生ごみ

金属硬質プラスチック

小型家電

燃やすごみ燃やすごみ

燃やさない燃やさない
ごみごみ

軟質プラスチック

ビニール袋

汚れた紙

落ち葉・草・枝
・草は土を取り除く
・�枝 は 太 さ 5 ㎝ 以 下、

長さ 50㎝以下
・一度に 3 袋まで

ガラス・陶磁器
割 れ た 物 は 紙 に 包
んで「危険」と書く

スプレー缶
使い切った後に、
火の気のない風
通しの良い場所
でガスを抜いて
穴を開ける

※
必
ず
袋
の
口
を
閉
じ
て
く
だ
さ
い

※
液
体
は
捨
て
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

※�

水
分
の
多
い
物
は
、
水
を
切
っ
て
く
だ
さ
い

※�

一
斗
缶
（
24
㌢
×
24
㌢
×
35
㌢
）
に
収
ま

ら
な
い
も
の
は
粗
大
ご
み
で
す

※�

電
池
、
蛍
光
灯
な
ど
は
有
害
ご
み
で
す

　

ご
み
処
理
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
一

人
ひ
と
り
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に

よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り
、
地
球

に
も
地
域
に
も
優
し
い
環
境
づ
く
り

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

生
活
環
境
課

　

28
・
６
０
１
５

燃やすごみと燃やさないごみを混ぜないで！

こ
ち
ら
か
ら
も
申
し
込
み
で
き
ま
す
▼

支援　｜　補助　｜　募集　｜　お知らせ



11
月
と
12
月
は

市
町
村
税
・
県
税

一
斉
滞
納
整
理
強
化
期
間
で
す

　

県
と
県
内
全
市
町
、
愛
媛
地
方
税
滞
納

整
理
機
構
が
協
力
し
て
、預
貯
金
や
給
与
、

自
動
車
、
不
動
産
な
ど
の
差
し
押
さ
え
を

始
め
と
し
た
滞
納
整
理
に
、
集
中
的
に
取

り
組
み
ま
す
。

差
押
不
動
産
合
同
公
売
会

差
押
不
動
産
合
同
公
売
会

　

税
金
の
滞
納
に
よ
り
差
し
押
さ
え
た
不

動
産
を
公
売
し
ま
す
。

日
時
　
11
月
18
日
（
水
）
13
時
〜

場
所　

県
中
予
地
方
局　
６
階
第
２
会
議
室

　
　
　
（
松
山
市
北
持
田
町
１
３
２
）

問
い
合
わ
せ
先

　

愛
媛
地
方
税
滞
納
整
理
機
構

　
　

０
８
９
・
９
１
３
・
５
８
０
０

　

高
松
国
税
局

　

特
別
整
理
第
一
部
門

　
　

０
８
７
・
８
３
１
・
３
１
１
１

年
末
調
整
・
確
定
申
告
に
必
要
な

控
除
証
明
書
が
届
き
ま
す

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
全
額
が
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
で
す
。
日
本
年
金
機
構

か
ら
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
が
届
い
た
ら
、
年
末
調
整

や
確
定
申
告
ま
で
大
切
に
保
管
し
ま
し
ょ

う
。

※�

ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
場

合
も
控
除
対
象
で
す

送
付
時
期

　

�

９
月
30
日
ま
で
に
納
付
し
た
分

　
　

▼
11
月
上
旬

　

10
月
１
日
以
降
に
納
付
し
た
分

　
　

▼
令
和
９
年
２
月
上
旬

問
い
合
わ
せ
先

　

日
本
年
金
機
構

　
　

ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

　
　

０
５
７
０
・
０
０
３
・
０
０
４

火の確認  いい日を支える  いい習慣

秋季全国火災予防運動
11 月 9 日〜15 日までの間は、秋季
全国火災予防運動の実施期間です。
空気が乾燥する秋は、火災が発生
しやすい季節です。一人ひとりが
防火意識を高めて
火災を起こさない
ようにしましょう。

予防課 28-6939

お得な初回特典でのネット注文にご注意ください！
ネット通販「定期購入」トラブル多発中

「初回無料」、「お試し価格」などの広告を見て、1
回だけのつもりで購入したら、定期購入の契約だっ
たというトラブルが増えています。

解約しようとすると、電話がつながらなかったり、
多額の違約金を求められたりすることがあります。

注文を確定　を押す前に必ず確認！

・1 回限りの購入か？継続的な購入か？
・継続的な購入の場合、回数は決まっているか？
・支払う総額はいくらか？
・解約や返品が可能か？その条件や方法は？

望まない定期購入でお困りの方はご相談ください。

くらしの相談センター 28-6143

秘密厳守　予約不要

困りごと出張相談会

  12/4（金）10：00～12：00
  川之江隣保館
仕事、健康、子育て、介護、借金
などのお悩みをご相談く
ださい。来場者に防災食
料品をプレゼント。

生活相談支援センター 28-6101

公共の場所を撮影する
防犯カメラの設置費用を補助します

犯罪を未然に防止するため、自治会などの団体が
道路や公園を撮影する防犯カメラを設置する際の
費用の一部を補助します。

　　　　最大 25 万円 ※設置費用の 4/5

　　　　　要事前相談
　※補助対象や要件など詳しくはお問い合わせください

くらしの相談センター 28-6143

補助額
申請方法

精神障がい者当事者学習会
冬の災害について

冬に大きな地震が発生した際の身の守り方や寒さ対
策など、日頃からできる防災・減災のヒントを学べ
ます。

　　　11/16（月）14：00～15：00
　　　中之庄公民館 大ホール

障害福祉サービス事業所 ゆうゆう
24-4006

日時
場所

日時・場所

▶
詳
し
く

は
こ
ち
ら

支援　｜　補助　｜　募集　｜　お知らせ



あなたの声を魅力ある景観づくりへ
景観審議会委員募集

良好な景観の形成のために、条例に基づく事項や景
観づくりに必要な事項について審議します。

　　　2 人程度
　　　令和 9 年 1 月から 2 年間
　　　1 回 8000 円
　　　※年に 1 回程度、平日の日中に開催

　　　　次の全てに該当する方
　・市内在住、在勤、在学の 20 歳以上
　・行政機関の職員または市議会議員でない
　・本市の他の審議会などを 4 つ以上兼ねていない
　　　　　11/27（金）　必着
　�住所、氏名、年齢、電話番号、景観に関する知識

や経験を踏まえた志望動機（400 字程度）を明記し
てメール、ファクスまたは郵送してください（様

式自由）。
　※結果は応募者全員へ文書で通知します

都市計画課 28-6231　　28-6189
toshikeikaku@city.shikokuchuo.ehime.jp

〒 799-0413 中曽根町 500

FAX 

定員
任期
報酬

対象者

申込期限

詳しくは
こちら▶

友活・恋活チャレンジ事業
出会い・交流イベント企画費用を補助します
企業や団体などが、独身男女の健全な出会い・交流
イベントを実施する際の費用の一部を補助します。

　　　　　次の全てに該当するイベント
　・�市内の企業、団体、事業目的に沿った実行委員

会が実施する
　・�20 歳から 39 歳までの独身男女の健全な出会い

や交流を目的に開催する
　・�参加者が 10 人以上で、そのうち半数以上が市

内に在住、在勤または在学している
　※その他の条件はホームページで確認してください
　※�令和 9 年 3 月 31 日までに実績報告できるイベントが対

象です

　　　　最大 20 万円× 5 企画程度
　※応募は 1 団体につき 1 企画まで

　　　　　1/29（金）

　�申請書に事業計画書、収支予算書を添えて、持参
または郵送してください。

　※申請書はホームページからもダウンロードで
　　きます▶

こども家庭課 28-6027
〒 799-0497 三島宮川 4-6-55

対象事業

補助額

申請期限

子どもと休みが一緒のお仕事
学校給食スタッフ募集

　　　　　
　

　小・中学校調理場　　（川之江地域）

　東部学校給食センター（三島中央）

　土居学校給食センター（土居町土居）

　　　　
　・各職場エアコン完備
　・通勤手当、制服貸与あり　・副職可　
　
　土・日曜日、祝日、春休み、夏休み、冬休み

（株）四国中央市総合サービスセンター 58-3863
川之江文化センター 4 階

勤務場所

待遇

休日

勤務時間 時給 その他

8 時間
（8：00〜16：45）

1320 円
賞与あり
社員登用制度あり
社会保険完備

4〜7 時間
（8：00〜16：45のうち）

1220 円 社会保険完備

4 時間未満
（8：00〜16：45のうち）

1120 円

3 時間
（13：15〜16：15）

1093 円 洗浄パート
東部学校給食センター勤務

小
富
士
分
団
第
２
部

越
智
孝こ

う
だ
い大

さ
ん

電
気
設
備
保
全
業

　

父
の
あ
と
を
継
ぐ
形
で
消
防
団
に

入
団
し
、
今
年
で
６
年
目
を
迎
え
ま

し
た
。
初
め
て
火
災
現
場
に
出
動
し

た
際
、
普
段
は
気
さ
く
に
話
す
団
員

た
ち
が
表
情
を
変
え
、
迅
速
に
行
動

す
る
姿
が
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
ま

す
。
火
災
が
無
事
に
鎮
火
す
る
と
、

安あ

ん

ど堵
す
る
と
同
時
に
、
自
分
た
ち
の

活
動
が
地
元
の
た
め
に
な
っ
て
い
る

の
だ
と
実
感
し
ま
す
。

　

入
団
を
機
に
、
こ
れ
ま
で
接
点
の

な
か
っ
た
地
域
の
人
と
関
わ
る
機
会

も
増
え
ま
し
た
。
そ
う
し
た
地
域
と

の
新
た
な
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
る
こ

と
も
、
消
防
団
の
魅
力
の
一
つ
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。

教
え
て
消
防
団
の
こ
と

消防団員
募集中！

支援　｜　補助　｜　募集　｜　お知らせ



人権課 28-6073

松柏公民館まつり
　　11/22（日）9：00～
　　松柏公民館、松柏小学校体育館
　　�作品展、バザーなど
　　松柏公民館 28-6062

北地区交流センターまつり
　　11/28（土）・29（日）　9：00～
　　北地区交流センター
　　�写真コンテストや作品展（両日）、

演芸やマルシェ（29 日）など
　　北地区交流センター 28-6365

金田町民文化祭
　　11/7（土）・8（日）　9：00～
　　金田公民館
　　�作品展、バザー、囲碁大会、
　  ○×クイズなど
　　金田公民館 28-6251

問

問 問

場

場 場

内

内 内

日

日 日

予約不要　秘密厳守

人権相談実施中
平日　9：00～16：00

差別や虐待、ハラスメント、イン
ターネット上の誹

ひ ぼ う

謗中傷など、さ
まざまな人権問題について、法務
局職員や人権擁護委員が相談をお
受けします。

松山地方法務局四国中央支局
23-2407

は
じ
め
よ
う
！
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　

相
手
の
思
い
に
耳
を
傾
け
、
心
に
そ
っ

と
寄
り
添
う
。
そ
ん
な
「
聴
く
力
」
を
身

に
付
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
全
３
回

　
11
月
26
日
（
木
）、
12
月
２
日
（
水
）、

　

12
月
９
日
（
水
）

　
　

13
時
～
15
時
30
分

場
所
　
市
役
所
市
民
交
流
棟 

２
階

講
師
　
加
地
初は

つ

み美
（
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

定
員
　
20
人
程
度

申
込
期
限　

11
月
24
日
（
火
）

　
�

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

※�
応
募
者
多
数
の
場
合
は
責
任
抽
選

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

ま
ち
お
こ
し
課

　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

　
　

28
・
６
０
３
９

11 月 11 日から 17 日は税を考える週間

小中高生の税に関する作品展
11/11（水）〜11/17（火）※木曜日を除く

　10：00～18：30
㈱文楽 2 階（妻鳥町 1683-1）
市内の小中高生が書いた税に関す
る習字・作文の優秀作品と、宇摩
法人会による絵はがきコンクール
の作品を展示します。

伊予三島税務署 24-5410
宇摩法人会 24-7468

平和を守り　未来をつくる

自衛隊就職相談会
11/12（木）17：00～18：00
市役所市民交流棟 1 階多目的室
予約不要！業務内容や採用試験、
その他、何でもご相談ください。

自衛隊新居浜出張所 0897-32-5396

四国中央市
人権のつどい
日時

場所

問い合わせ先

内容

12 月 6 日（日）
13：00～16：00

福祉会館 4 階

人権課 28-6073

13：30 ～　開会行事
13：35 ～　小・中学生人権作品表彰式及び発表
14：00 ～　人権コンサート

　　　　　●出演　願
が ん じ が ら め

児我楽夢（福岡県北九州市人権バンド）

差別のない 明るい 幸せな暮らしを

人権作品展開催！

1995 年 結成
部落差別問題を始めとするさまざまな人権問
題や平和、生きることの大切さをテーマに、
全国各地でコンサート活動を展開している。
人権研修や人権教育の講師としても活動し、
歌と語りを通して、差別のない、一人ひとり
が大切にされる社会の実現を訴えている。

支援　｜　補助　｜　募集　｜　お知らせ



不動産相談不動産相談（要予約）
11/12 木 13：00～17：00 宇摩建設会館 3 階
相談日前日16時までにご予約ください（平日のみ）。

12/ 6 日 10：00～15：00 金生公民館（不動産フェア内）

予約不要。受付順に相談できます。※5ページに関連記事

県宅地建物取引業協会四国中央地区連絡協議会  24-2235

法律相談法律相談（要予約）
11/16 月 13：00～16：00 川之江文化センター 1 階
11/20 金  　9：00～12：00 くらしの相談センター
12/10 木 〃 〃
相談日前日16時までにご予約ください（平日のみ）。

くらしの相談センター（市役所 1 階）  28-6143

若者の就労相談若者の就労相談（要予約）
1 人 1 時間の相談　定  1 日 4 人
対  就職にお悩みの 15 歳～ 49 歳の方またはその保護者
11/16 月 13：00～17：00 ハローワーク四国中央 1 階
12/ 7 月 〃 　　　　　　〃

東予若者サポートステーション  0897-32-2181

行政相談行政相談
11/17 火 13：30～15：30 川之江文化センター 2 階
11/24 火 10：00～12：00 市役所 2 階  202 会議室
12/10 木 〃 新宮公民館 1 階

総務調整課  28-6002

くらしの相談センター
市役所1階
28-6143

消費・DV・暴力団消費・DV・暴力団
一般相談一般相談

平日 8：30～17：15
・�消費生活トラブルなどの

困り事の相談
・�適切な相談窓口の案内
   など

ジョブあしすとUMA　
三島宮川2-4-2   23-6558

jobassist@lagoon.ocn.ne.jp

障がい者の「働く」を応援
就労相談・支援就労相談・支援

月～金 9：00～17：30
※来所相談は要予約
・障がい者雇用の相談
・�障がいのある方の就業や
   日常生活支援 など

県暴力追放推進センター
松山市若草町7-1
089-932-1893

ひとりで抱え込まないで
暴力団相談暴力団相談・情報提供・情報提供

平日 8：30～17：15
・�暴力団に関する困り事の

相談
・�被害の防止や回復のため

の情報提供 など

障がい児（者）の家族を支える
療育等支援事業療育等支援事業

・療育の場での支援
・専門講師による研修や巡
   回相談

・障がい理解のための講演
   会 など

澄心そうだんさぽーと
    22-3311
　 22-3347FAX

無料特許・商標相談無料特許・商標相談（要予約）
12/ 7 月 13：00～16：00 四国中央商工会議所 1 階
12/2（水）17時までにご予約ください。

四国中央商工会議所  58-3530

司法書士相談司法書士相談（要予約）
11/18 水  13：00～16：00 土居窓口センター 1 階
12/ 4 金  　9：00～12：00 くらしの相談センター
12/ 9 水 13：00～16：00 川之江文化センター 1 階
相談日前日16時までにご予約ください（平日のみ）。

くらしの相談センター（市役所 1 階）  28-6143

専門相談員がサポート専門相談員がサポート
多重債務相談多重債務相談
平日  9：00～12：00
 　 13：00～17：00
カードローンやキャッシン
グなどの借金に関する相談
ができます。

四国財務局
多重債務者相談窓口

087-811-7801

・平日    9：00～16：00
　※週の初めは 18 時まで

・第 2 土 10：00～15：00
相談日前日までにご予約く
ださい。

新居浜年金事務所
新居浜市庄内町1-9-7

0897-35-1445

将来の暮らしに備える将来の暮らしに備える
年金相談年金相談（（要予約）

マイナンバーカードマイナンバーカード
出張出張サポートサポート

窓口に来ることが難しい
方のために、職員がご自
宅などへ伺い、マイナン
バーカードの申請などを
サポートします。
※事前に申し込みが必要です

市民課 28-6161

平日  9：00～17：00
・事業承継に関する相談
・事業承継計画の策定支援
・�M＆Aに関するマッチン

グ支援 など

事業承継・引継ぎ支援センター
松山市久米窪田町487-2

089-948-8511

大切な事業を次の世代へ大切な事業を次の世代へ

事業承継相談事業承継相談（（要予約）

人権相談人権相談
11/16 月 10：00～12：00 土居福祉センター 2 階
12/ 7 月 13：00～15：00 川之江文化センター 4 階
12/10 木 10：00～12：00 新宮公民館 1 階

人権課  28-6073

当月 1111日から翌月 1010日までの予定を掲載



▼

気になるサイン

子どもの様子
□ 不自然な傷やあざがある
□ 表情が乏しく、元気がない
□ 夜遅くまで一人でいる  など

保護者の様子
□ 子どものけがの説明が不自然
□ 小さな子どもを残して外出する
□ 地域で孤立している  など

身近な親子の様子が「少し気になる」と
感じたら、まずは相談窓口へ。その気付
きが、親子を支えるきっかけになります。

「少し気になる」をそのままにしない

私たちにできること

※�お住まいの地域の児童相談所につな
がります

※通話料は無料です

児童相談所 全国共通 3 桁ダイヤル

匿名可能
秘密厳守1

い ち は や く

89
虐待かも？と思ったら…

子育て中のあなたへ

子どもとの関わり方に悩んだら…
子どもとの関わり方は、少しの工夫で変えられることがあります。
うまく伝わらないときや、どう接したらいいか迷ったときは、いつ
もの関わり方を少し変えてみるのも一つの方法です。

できたことを
褒めてみる

「おもちゃを片付けられ
たね」など、子どもの
行動を具体的に褒めて
みましょう。

気持ちを
聞いてみる

「どうしたかったの？」
などと声を掛け、子ど
もの気持ちに耳を傾け
てみましょう。

伝え方を
変えてみる

「走らないで」ではなく
「歩こうね」など、して

ほしいことを肯定的に
伝えてみましょう。

子育てがしんどいと思ったら…
子育てに不安や悩みを感じたときは、一人で抱え込まず、こども家
庭センターに相談してください。相談員が話を聞き、一緒に考えな
がら必要な支援につなげます。

例えば、こんな相談ができます
● 子育てがつらい、イライラしてしまう
● 子どもにきつく当たってしまう
● 家族が育児に協力してくれない
● 疲れきって、家事や育児ができない
● 子どもへの接し方が分からない  など

詳しくは
こちら▶

こども家庭センター
8：30～17：15（土・日曜日、祝日、年末年始を除く）

妊娠・出産・子育ての相談
28-6054（保健推進課内）

まずは、
お話をお聞か
せください

ご相談ください

18 歳までの子ども・ご家庭の相談

28-6182（川之江福祉窓口内）
28-6027（こども家庭課内）

28-6321（土居福祉窓口内）

地域で考えるきっかけに

ガントリークレーンオレンジライトアップ
11/2（月）～15（日）
日没後～24：00

児童虐待防止啓発グッズを配布
市内スーパー（一部の店舗）
の出入り口で、啓発グッズ
をお配りします▶

「しんどい」が、

11 月は
オレンジリボン・児童虐待防止推進キャンペーン

大きくなる前に。
「何度言っても聞いてくれない」、「また怒鳴ってしまった」と

子育てが思うようにいかず、心に余裕がなくなることはあり
ませんか。
そんなときに知ってほしい、子どもとの関わり方のヒントや、
一人で悩みを抱え込まないための相談先を紹介します。



健康でいこや！四国中央健康でいこや！四国中央

令和 8 年度接種期限迫る！
高齢者帯状疱疹定期予防接種
接種するワクチンによっては、令和 9 年 1 月 31 日
までに 1 回目の接種が必要です。

期  令和 9 年  3/31（水）まで
問 医療対策課  28-6209 詳しくは

こちら▶

働き世代の料理教室
簡単料理や正しい食習慣について
12/18（金）18：00～20：00
保健センター
忙しい毎日でも無理なく続く、簡単で美味しい料
理のコツを学んでみませんか。

定  25 人
円  500 円
募  12/11（金）まで
　   電話または 2 次元コードから申し込み
　  ※応募者多数の場合は責任抽選

持  エプロン、三角巾、手拭きタオル、筆記用具
問  保健推進課  28-6054

申し込みは
こちら▼

12/12（土）10：00～13：00（受付 9：30 ～）
保健センター
世代を越えて語り継がれる、素朴で温かい郷土の
味を一緒に作ってみませんか。

定  25 人
円  500 円
募  12/4（金）まで
　  電話または 2 次元コードから申し込み
　　※応募者多数の場合は責任抽選

持  エプロン、三角巾、手拭きタオル、筆記用具
問  保健推進課  28-6054

郷土・伝統料理教室
四国中央市の郷土料理を作ってみよう

申し込みは
こちら▼

相談と測定で健康チェック
からだとこころの健康相談
11/10（火）9：00～11：00
保健センター
血圧、体脂肪、血管年齢など
を測定できます。
問 保健推進課  28-6054

詳しくは
こちら▶
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長寿支援課  地域包括支援センター　28-6147

認知症の方や家族の語り合いの場
本人ミーティング本人ミーティング
11/20（金）10：00～11：30
市役所 2 階  202 会議室

「希望ある認知症観で本人起点のまちづ
くり」が合言葉。やってみたいことに
チャレンジ。
募  11/18（水）まで

詳しくは
こちら▼

気になった時が相談するタイミング
もの忘れ相談もの忘れ相談

詳しくは
こちら▼

11/25（水）13：30～14：30
市役所 2 階  202 会議室

１人で抱え込まずに、まずは専門医に
相談してみませんか。

講   田所利
としひこ

彦 医師（豊岡台病院）

定   2 人（1 人 30 分程度）

募  11/18（水）まで　※応募者多数の場合は責任抽選

はくの森カフェ 090-8698-0131（井川）

 11/22　（日）   9：30～11：30 村松町 781-1

こころの癒し喫茶 22-4967（鎌田）

 11/12（木） 14：00～16：00 中曽根町 391-2

やまじ風喫茶 090-7577-7253（猪川）

 11/12（木） 13：30～15：30 土居町入野 117-1

あいあい北野 74-4527（近藤）

 11/12（木） 10：00～12：00 土居町北野 1834-2

 12/10（木） 〃 　　　〃

しこちゅ～しこちゅ～
みんなのみんなの
カフェカフェ

認知症の本人や家族、地域の方、
お気軽にご参加ください。

※当月 11 日から翌月 10 日まで
　の予定を掲載しています

詳しくは
こちら▼

介護予防教室
運動不足や、人と交流する機会が減ると、筋力や
体力、認知機能が低下しやすくなります。介護予
防教室で脳や体を動かしませんか。

問 西岡病院リハビリテーション課   24-5511

11/17（火）10：00～11：30 中曽根公民館

11/24（火） 〃 　　〃

12/  1（火） 〃 　　〃

いつまでも動ける体を！健康運動教室

問 エリエールスポーツクラブ  24-3688

初心者でも簡単！いきいきイスヨガ教室
11/11（水）10：30～11：30 上分公民館

11/16（月） 〃 妻鳥公民館

11/18（水） 〃 川之江体育館

11/30（月） 〃 川之江ふれあい交流センター

12/  2（水） 〃 川之江体育館

12/  7（月） 〃 川之江文化センター

12/  9（水） 〃 金田公民館

問 NPO 法人カノン  090-6286-8490（寳利）

11/12（木）10：00～11：30 寒川公民館

12/  2（水） 〃 伊予三島運動公園体育館

みんなで歌おう！健康うたごえ広場

12/1 世界エイズデー
12/1～12/7 愛媛県エイズ予防週間

無料で匿名！ 30 分で結果をお知らせ
夜間 HIV 検査・エイズ相談
12/2（水）17：30～19：00
四国中央保健所
プライバシーを守る匿名・無料の検査です。
ご自身やご家族のために受けてみませんか。

検査項目   HIV、梅毒、B 型肝炎、C 型肝炎
　　　　※検査結果は採血から約 30 分後にお知らせ
　　　　（C 型肝炎のみ 1 週間後以降）

予約方法   前日 16：00 までに電話で予約

予約・問い合わせ先   四国中央保健所   23-3360



募 集 職 種

ぼしゅう

興味がある方は
ぜひお問い合わせくだ
さい！

令
和
９
年
４
月
１
日
採
用
予
定

令
和
９
年
４
月
１
日
採
用
予
定

保
育
園
・
こ
ど
も
園 

職
員
募
集

問
い
合
わ
せ
先

　

 

保
育
幼
稚
園
課

 　
　

28
・
６
０
２
２

フルタイム
募集人数  1 人
給料  月額 199,900 円

保育士・保育教諭
フルタイム
募集人数  若干人
給料  月額 242,000 円
※昇給・賞与（6・12 月）あり

 クラス担任

 給食調理員

 担任補助

フルタイム
募集人数  若干人
給料  月額 213,100 円
※昇給・賞与（6・12 月）あり
パートタイム

（7：30～18：30 の間で 4 ～6 時間）
募集人数  若干人
給料  月額 103,170 円～
※資格の有無や勤務時間により、給料
　が異なります
※パートタイムについては早出・居残
　り対応が可能な方の採用を優先しま
　す

※昇給・賞与（6・12 月）あり
※資格がなくても勤務できます
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三⻆佑
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京くん
（川之江町）

こ
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せ
て
ね
！
大
好
き
！
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く
成
長
中
！
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﨑 

惺せ
い

ち
ゃ
ん

（
下
柏
町
）

１
歳
お
め
で
と
う
！

惺
ち
ゃ
ん
だ
い
す
き
！

永松優
ゆ う と

翔くん
（下柏町）

笑
顔
い
っ
ぱ
い

元
気
に
大
き
く
な
っ
て
ね
！

Happy BirthdayHappy Birthday

親子の情報広場親子の情報広場

令和 7 年 11 月生まれ

応募方法などは、
ホームページに掲載！

12/1（火）必着

お子さま募集！
（1月に満1歳）



イベント

イベント

相談・健診 保健推進課　28-6054

 0 歳児主体  1・2 歳児主体  おはなし主体

 12/10（木）
 金生公民館

 12/17（木）
 川之江ふれあい交流センター

 12/9（水）
 川之江図書館

親子ふれあいあそび
体操・手あそび・育児相談

10：00 ～11：30
11/13（金）9：00～16：00受付

詳しくは
こちら▼

こども村  56-1310

おやこアートワークショップ
花のカーテン
12/13（日）
　① 10：00～12：00（受付 9：30～）
　② 14：00～16：00（受付 13：30～）
金生公民館

長谷川隆
た か こ

子・松岡美
み え

江  （アートユニットufu）
対 小学生以下  ※保護者同伴　 各回 20 組

11/29（日）まで
　 2 次元コードから申し込み

みんなで楽しむ冬のひととき
クリスマス会
12/12（土）13：30～15：00
みしま児童センター
対小学生

先着 30 人
11/16（月）～12/4（金）

　  電話で申し込み
みしま児童センター

　  　 28-6072申
し
込
み
は

こ
ち
ら
◀　 ※応募者多数の場合は責任抽選

こども家庭課  28-6027

親子で一緒にハッピーに！
子育てフェスタ2026子育てフェスタ2026
11/29（日）9：00〜15：00
伊予三島運動公園体育館

・子育て支援団体の紹介
・子育て相談
・赤ちゃんはいはいレース
・ワークショップ
・マルシェ

こども家庭課  28-6027

詳
し
く
は

こ
ち
ら
◀

工作やお菓子すくいなどで工作やお菓子すくいなどで

楽しく遊んで思い出を作ろう！楽しく遊んで思い出を作ろう！

 離乳食セミナー  妊婦・育児相談  乳幼児健診
 12/4（金）9：30〜11：00
 保健センター
 12/2（水）まで

 11/17（火）10：00〜11：30
 土居おやこ広場（旧土居東幼稚園）
 11/24（火）13：30〜15：00
 保健センター

  対象者には案内文
 を 送付しています。

妊
婦
相
談

育
児
相
談

紙を切って花のカーテンを紙を切って花のカーテンを
つくり、影あそびをしますつくり、影あそびをします

鈴
木
那な

な

か
々
花
ち
ゃ
ん

（
上
柏
町
）

那
々
花
の
未
来
に

花
が
咲
き
ま
す
よ
う
に

橋
口
陽ひ

か
る瑠

く
ん

（
中
曽
根
町
）

太
陽
の
よ
う
に
み
ん
な
を

元
気
に
し
て
ね
！

河
こ う の

野菜
な こ

心ちゃん
（寒川町）

元
気
に
す
く
す
く
大
き
く
な
ぁ
れ
！

だ
い
す
き
！

細川蒼
そ う ま

真くん
（川之江町）

笑
顔
い
っ
ぱ
い
の

１
歳
に
な
り
ま
す
よ
う
に

梅
田 

嶺れ
い

く
ん

（
寒
川
町
）

に
こ
に
こ
笑
顔
が
か
わ
い
い

嶺
く
ん
！
大
好
き
！



まちの出来事をお届け

四国中央タイムス
令和 8年 11 月号

自
身
の
健
康
を
見
つ
め
る
一
日
に

知
っ
て
測
っ
て
体
験
す
る 

健
康
ま
つ
り

　

10
月
４
日
、
市
役
所
市

民
交
流
棟
で
「
健
康
ま
つ

り
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
種
健
康
チ
ェ
ッ
ク
や

体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
設

け
ら
れ
、
参
加
者
は
さ
ま

ざ
ま
な
体
験
を
通
し
て
自

身
の
健
康
へ
の
関
心
を
深

め
ま
し
た
。
ま
た
、「
野

菜
た
っ
ぷ
り
レ
シ
ピ
コ
ン

テ
ス
ト
」
の
最
終
審
査
も

行
わ
れ
、
来
場
者
に
よ
る

投
票
な
ど
を
経
て
、
各
賞

が
決
定
し
ま
し
た
。

※
８
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事

身
近
に
迫
る
災
害
に
備
え
よ
う

四
国
中
央
市
防
災
訓
練

地
方
創
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
フ
ェ
ス

紙
の
ま
ち
の
魅
力
を
全
国
に
発
信

　

10
月
３
日
、
三
島
公
民

館
と
三
島
小
学
校
で
四
国

中
央
市
防
災
訓
練
が
行
わ

れ
、
約
５
０
０
人
の
市
民

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

公
民
館
で
は
、
災
害
時

を
想
定
し
た
避
難
所
開
設

訓
練
を
実
施
。
小
学
校
で

は
、
煙
体
験
や
消
火
器
訓

練
、
は
し
ご
車
搭
乗
体
験

な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
さ
ま
ざ
ま
な

訓
練
を
体
験
し
、
災
害
へ

の
備
え
を
学
び
ま
し
た
。

世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
技
を
間
近
で
体
感

桃
田
賢
斗
選
手 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
フ
ェ
ス
タ

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
元
世
界

ラ
ン
キ
ン
グ
１
位
の
桃
田

賢け
ん
と斗

選
手
を
招
い
た
、
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
イ
ベ
ン
ト

が
、
９
月
26
日
に
伊
予
三

島
運
動
公
園
体
育
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

桃
田
選
手
は
、
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
で
世
界

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
技
を
披

露
。
実
技
指
導
や
チ
ャ
レ

ン
ジ
マ
ッ
チ
も
行
わ
れ
、

参
加
者
は
そ
の
技
術
を
間

近
で
体
感
し
ま
し
た
。

　

９
月
16
日
、
し
こ
ち
ゅ

～
ホ
ー
ル
で
Ｃ
Ｎ
Ｆ
に
関

す
る
展
示
会
と
セ
ミ
ナ
ー

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

展
示
会
に
は
、
大
学
や

企
業
な
ど
が
出
展
し
、
Ｃ

Ｎ
Ｆ
を
活
用
し
た
製
品
や

研
究
成
果
な
ど
を
紹
介
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
商
品
化

に
向
け
た
取
り
組
み
や
今

後
の
展
望
な
ど
が
紹
介
さ

れ
、
参
加
者
は
Ｃ
Ｎ
Ｆ
の

活
用
や
可
能
性
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
ま
し
た
。

四
国
Ｃ
Ｎ
Ｆ
展
示
会
＆
実
用
化
事
例
紹
介
セ
ミ
ナ
ー

Ｃ
Ｎ
Ｆ
の
今
と
未
来
に
触
れ
る

セ
ル
ロ
ー
ス
ナ
ノ
フ
ァ
イ
バ
ー

　

９
月
25
日
か
ら
３
日
間
、

全
国
各
地
の
自
治
体
が
特
色

あ
る
取
り
組
み
を
発
信
す
る

「
地
方
創
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
フ
ェ

ス in GO
O

D
 LIFE 

フ
ェ
ア

2026

」
が
東
京
ビ
ッ
グ
サ

イ
ト
で
開
催
さ
れ
、
本
市
の

紙
産
業
や
書
道
文
化
の
魅
力

を
全
国
に
向
け
て
発
信
し
ま

し
た
。

　

常
設
ブ
ー
ス
で
は
、
紙
の

ま
ち
ミ
ツ
マ
タ
大
使
・
大
西

満ま

お王
さ
ん
に
よ
る
手
漉
き
和

紙
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実

施
。日
替
わ
り
ブ
ー
ス
で
は
、

愛
媛
大
学
特
別
栄
誉
教
授
・

内
村
浩ひ

ろ
み美

さ
ん
に
よ
る
機
能

紙
を
紹
介
す
る
イ
ベ
ン
ト
の

ほ
か
、
書
道
家
・
青
柳
美び

せ
ん扇

さ
ん
や
松
本
蟻
ケ
崎
高
校
元

書
道
部
顧
問
・
大
澤
一か

ず
ひ
と仁
さ

ん
、
同
校
О
Ｇ
ら
に
よ
る
書

道
体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
書
道
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
披
露
さ
れ

る
な
ど
、
多
彩
な
催
し
を
通

し
て
本
市
の
魅
力
を
全
国
に

発
信
し
ま
し
た
。



本紙上で紹介できなかっ
た記事や写真は、ホーム
ページ「まちの話題」に
掲載しています

　

髙
橋
琢た

く
ま磨
さ
ん
（
川
之

江TRACK

＆FIELD

所

属
・
妻
鳥
小
６
年
）
が
、

９
月
の
「
愛
媛
県
小
学
生

陸
上
競
技
交
流
大
会 

コ

ン
バ
イ
ン
ド
Ｂ
（
混
成
競

技
）」
で
優
勝
を
果
た
し
、

11
月
に
東
京
都
で
開
催
さ

れ
る
全
国
大
会
へ
の
出
場

を
決
め
ま
し
た
。

　

髙
橋
さ
ん
は
10
月
７
日

に
市
役
所
を
訪
れ
、
全
国

大
会
で
自
己
ベ
ス
ト
を
目

指
す
と
誓
い
ま
し
た
。

　
　

走
り
幅
跳
び
＆
ジ
ャ
べ
リ
ッ
ク
ボ
ー
ル
投
げ

陸
上 

髙
橋
琢
磨
さ
ん
が
全
国
大
会
へ

　

石
川 

慶け
い

さ
ん
（
上
分

小
６
年
）
が
、７
月
の
「
愛

媛
県
柔
道
整
復
師
会
少
年

柔
道
大
会 

個
人
６
年
生

の
部
」で
優
勝
を
果
た
し
、

11
月
に
東
京
都
で
開
催
さ

れ
る
全
国
大
会（
団
体
戦
）

の
県
代
表
に
選
ば
れ
ま
し

た
。

　

石
川
さ
ん
は
９
月
28
日

に
市
役
所
を
訪
れ
、「
一

戦
で
も
多
く
勝
ち
た
い
」

と
全
国
大
会
で
の
活
躍
を

誓
い
ま
し
た
。

　
　

全
国
で
一
勝
で
も
多
く

柔
道 

石
川 

慶
さ
ん
が
全
国
大
会
へ

　

東
予
４
市
の
中
学
生
で

構
成
さ
れ
る
ク
ラ
ブ
東
予

が
、
６
月
の
「
愛
媛
県
ヤ

ン
グ
ク
ラ
ブ
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
選
手
権
大
会
」
で
優
勝

を
果
た
し
、
９
月
に
大
阪

府
な
ど
で
開
催
さ
れ
た
全

国
大
会
に
出
場
し
ま
し

た
。

　

９
月
17
日
、
チ
ー
ム
に

所
属
す
る
本
市
の
中
学
生

13
人
が
市
役
所
を
訪
れ
、

全
国
大
会
で
の
活
躍
を
誓

い
ま
し
た
。

　
　

一
戦
一
球
に
全
力
を
尽
く
す

バ
レ
ー
ボ
ー
ル 

ク
ラ
ブ
東
予
が
全
国
大
会
へ

写
真
右
か
ら　
越
智
麻ま
あ
や絢
さ
ん（
新
宮
小
５
年
）、越
智
咲さ
あ
や絢
さ
ん（
小
富
士
小
６
年
）、

越
智
巴は

な菜
さ
ん
（
寒
川
小
４
年
）

　
　

全
国
ダ
ン
ス
コ
ン
テ
ス
ト
で
３
位
入
賞

３
人
で
掴
ん
だ
初
の
表
彰
台

　

市
内
の
ダ
ン
ス
チ
ー
ム

W

わ

ら

い

く

ATLIKE C

か

ず

OZ

が
、
８

月
に
神
奈
川
県
で
開
催
さ

れ
た
「
全
国
ダ
ン
ス
コ
ン

テ
ス
ト2026

全
国
決
勝

大
会 

小
学
生
オ
ー
プ
ン

部
門
」
に
お
い
て
、
３
位

入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

選
手
ら
は
９
月
15
日
に

市
役
所
を
訪
れ
、
大
会
結

果
を
報
告
し
、
華
麗
な
ダ

ン
ス
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

今
城
可か

な奈
さ
ん
ら
２
人

は
、
運
搬
業
務
で
山
間
部

を
走
行
中
、
伐
採
作
業
を

し
て
い
た
男
性
が
倒
木
の

下
敷
き
に
な
る
事
故
に
遭

遇
。
１
１
９
番
通
報
後
、

倒
木
を
取
り
除
く
な
ど
の

救
助
に
当
た
り
ま
し
た
。

　

こ
の
功
績
を
た
た
え
、

２
人
に
内
田
消
防
長
か
ら

人
命
救
助
功
労
者
表
彰
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

３
月
に
発
生
し
た
倒
木
事
故
の
負
傷
者
を
救
助

２
人
の
救
助
者
に
人
命
救
助
功
労
者
表
彰

㈱
松
本
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

　

徳
島
県
に
本
社
を
構
え

る
株
式
会
社
松
本
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
（
松
本
祐ゆ

う
い
ち一

代

表
取
締
役
）
か
ら
、
企
業

版
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を

活
用
し
た
寄
付
が
あ
り
ま

し
た
。

　

９
月
14
日
の
贈
呈
式
に

出
席
し
た
松
本
憲け

ん
す
け資

副
社

長
は
、「
子
育
て
支
援
に

役
立
て
て
ほ
し
い
」
と
思

い
を
語
り
ま
し
た
。

松
本
憲
資 

取
締
役
副
社
長
（
写
真
中
央
左
）、
大
久
保
裕ゆ
う
じ司 

取
締
役
営
業
部
長
（
写

真
右
）、
髙
橋
伸し
ん
い
ち
ろ

一
呂 

四
国
中
央
支
店
長
（
写
真
左
）

９
月
16
日
に
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
表
彰
式
に
出
席
し
、
内
田
消
防
長

か
ら
表
彰
状
を
受
け
取
る
今
城
さ
ん



まちの出来事をお届け

四国中央タイムス
令和 8年 11 月号

　

９
月
19
日
、
本
市
と
地

方
創
生
に
関
す
る
包
括
連

携
協
定
を
締
結
し
て
い
る

川
之
江
信
用
金
庫
（
日
浦

博ひ
ろ
き基
理
事
長
）
が
、
し
こ

ち
ゅ
～
ホ
ー
ル
で
「
か
わ

し
ん
感
謝
祭
」を
開
催
し
、

多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

　

本
市
も
起
震
車
に
よ
る

地
震
体
験
や
消
防
車
両
の

試
乗
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど

を
設
け
、
防
災
意
識
の
向

上
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。　

か
わ
し
ん
感
謝
祭

地
域
に
広
が
る
に
ぎ
わ
い
と
学
び

資
源
の
大
切
さ
を
体
感

カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
で
考
え
る
持
続
可
能
な
社
会

　

９
月
17
日
、
中
之
庄
小

学
校
の
５
年
生
を
対
象

に
、
持
続
可
能
な
社
会
を

学
ぶ
出
前
授
業
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
、
資
源
を

使
っ
て
製
品
を
作
り
、
獲

得
し
た
ポ
イ
ン
ト
を
競

う
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
「Get 

The Point

」
に
挑
戦
。

ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
な
が

ら
、
資
源
の
大
切
さ
や
持

続
可
能
な
社
会
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

　

10
月
３
日
、
し
こ
ち
ゅ

～
ホ
ー
ル
で
地
域
福
祉
の

更
な
る
充
実
を
目
指
す
福

祉
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
、
約
４
０
０
人
が
訪
れ

ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
福
祉
事
業

所
な
ど
に
よ
る
グ
ル
メ
・

物
販
・
体
験
コ
ー
ナ
ー
が

設
け
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、

社
会
福
祉
大
会
で
は
式
典

や
記
念
講
演
も
行
わ
れ
、

来
場
者
は
、
福
祉
へ
の
理

解
を
深
め
ま
し
た
。

支
え
合
い
、
共
に
暮
ら
す
地
域
へ

社
会
福
祉
大
会
＆
福
祉
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

10
月
２
日
、
新
宮
小
・

中
学
校
で
市
内
の
児
童
や

同
校
へ
の
入
学
を
考
え
て

い
る
園
児
を
対
象
に
公
開

授
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

徳
島
大
学
の
安や

す
の野 

卓
た
か
し

教
授
が
講
師
を
務
め
、
空

き
缶
な
ど
身
近
な
も
の
を

使
っ
た
実
験
を
通
し
て
、

静
電
気
が
起
こ
る
仕
組
み

を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
大
学
と
連

携
し
た
同
校
な
ら
で
は
の

学
び
を
体
験
し
ま
し
た
。

「
静
電
気
の
不
思
議
」
を
学
ぼ
う

徳
島
大
学
と
連
携
し
た
公
開
授
業

　

９
月
28
日
、
石
川
直な

お
こ子

さ
ん
が
教
育
委
員
に
再
任

さ
れ
ま
し
た
。
石
川
さ
ん

は
令
和
４
年
９
月
か
ら
教

育
委
員
を
務
め
て
お
り
、

今
回
が
２
期
目
。
任
期
は

令
和
８
年
９
月
28
日
か
ら

の
４
年
間
で
す
。

　

石
川
さ
ん
は
「
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
、
よ
り
良

い
学
習
環
境
を
整
え
て
い

け
る
よ
う
力
を
尽
く
し
た

い
」
と
、
２
期
目
へ
の
思

い
を
語
り
ま
し
た
。

よ
り
良
い
学
習
環
境
を

石
川
直
子
さ
ん
が
教
育
委
員
に
再
任

　

10
月
６
日
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
国
立
オ
レ
ワ

カ
レ
ッ
ジ
の
生
徒
ら
が
市

役
所
を
訪
れ
、
大
西
市
長

を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

生
徒
ら
は
同
日
か
ら
４

日
間
、
市
内
の
家
庭
に

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
。
新
宮

小
・
中
学
校
や
土
居
高
校

の
児
童
・
生
徒
と
交
流
し

た
ほ
か
、
紙
の
ま
ち
資
料

館
で
紙
漉
き
を
体
験
す
る

な
ど
、
日
本
の
暮
ら
し
や

文
化
に
触
れ
ま
し
た
。

よ
う
こ
そ
紙
の
ま
ち
へ
！

オ
レ
ワ
カ
レ
ッ
ジ
生
が
ホ
ー
ム
ス
テ
イ



本紙上で紹介できなかっ
た記事や写真は、ホーム
ページ「まちの話題」に
掲載しています

　

９
月
30
日
、
市
観
光
協
会
（
井
原 

司つ
か
さ

会
長
）
と
株
式
会
社
四
国
中
央
テ

レ
ビ
（
井
上 

仁ひ
と
し

代
表
取
締
役
社
長
）

が
共
同
開
発
し
た
「
太
鼓
台
い
ま
ど

こ
М
Ａ
Ｐ
」
の
報
道
発
表
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
秋
祭
り
の
太

鼓
台
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
端
末
を
取
り
付
け
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
か
ら
お
お
よ

そ
の
現
在
地
を
確
認
で
き
る
も
の
で

す
。
今
年
の
秋
祭
り
で
は
、
伊
予
三

島
地
区
と
土
居
地
区
の
一
部
（
畑
野
・

小
林
・
上
天
満
・
野
田
）
で
実
証
が

行
わ
れ
、
太
鼓
台
の
位
置
を
確
認
す

る
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
活
用
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
市
内
各
地
区
の
秋
祭
り
へ

の
展
開
な
ど
も
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

太鼓台の現在地を
「見える化」
太鼓台いまどこ
MAP 実証開始

問
戴
い
た
こ
と
な
ど
を
受
け
、「
善
は
急

げ
」
の
思
い
で
上
州
つ
ま
り
上か

み
つ
け
の
く
に

毛
野
国

に
足
を
運
ん
だ
。

　

電
車
で
の
ア
ク
セ
ス
は
、
浅
草
か
ら

東
武
伊
勢
崎
線
の
特
急
で
約
１
時
間
、

東
京
駅
か
ら
で
も
約
１
時
間
20
分
の
好

立
地
に
あ
る
。
市
長
を
表
敬
訪
問
し
た

僅
か
３
時
間
の
滞
在
だ
っ
た
が
、
市
役

所
で
の
情
報
交
換
の
後
に
市
長
自
ら
が

１
時
間
余
り
市
街
地
を
車
で
案
内
し
て

下
さ
る
な
ど
、
相
澤
副
市
長
以
下
幹
部

職
員
も
伴
っ
た
丁
重
な
応
対
に
接
し
た
。

　

館
林
の
「
里
沼
」
は
日
本
遺
産
に
認

定
さ
れ
て
お
り
、
沼
と
川
を
天
然
の
要

害
と
し
た
城じ

ょ
う
し址
に
立
派
な
市
役
所
が
あ

る
。
国
の
名
勝
に
指
定
さ
れ
た
「
つ
つ

じ
が
岡
公
園
」
を
は
じ
め
、
四
季
折
々

に
自
然
の
豊
か
さ
を
満
喫
で
き
る
名
所

が
溢
れ
て
お
り
、
是
非
み
な
さ
ん
に
も

訪
れ
て
い
た
だ
き
た
い
魅
力
的
な
ま
ち

で
あ
る
。

　

も
し
北
関
東
の
パ
ー
ト
ナ
ー
が
水
害

に
見
舞
わ
れ
た
ら
、
い
ち
早
く
駆
け
付

け
る
ん
だ
！
そ
の
心
意
気
が
相
手
に
伝

わ
っ
て
初
め
て
、
我
が
ま
ち
の
安
心
・

安
全
を
支
え
る
信
頼
関
係
が
築
か
れ
る
。

先
ず
は
危
機
管
理
部
に
有
事
を
想
定
し

て
上
州
へ
走
っ
て
も
ら
う
こ
と
と
す
る
。

　

東
京
出
張
の
折
に
足
を
伸
ば
し
て
、

群
馬
県
の
館た

て
ば
や
し林

市
を
訪
ね
た
。
国
道
11

号
バ
イ
パ
ス
の
事
業
促
進
な
ど
の
陳
情

の
機
会
を
利
用
し
た
、
馴
染
み
の
薄
い

北
関
東
へ
の
訪
問
だ
。

　

今
年
度
、
総
務
省
や
県
の
お
骨
折
り

で
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
お
け
る
応
急

対
策
職
員
派
遣
制
度
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
」
に
よ
り
、
愛
媛
県
が
重
点
受
援
県

と
な
る
際
の
即
時
応
援
県
と
し
て
群
馬

県
が
指
定
さ
れ
た
。
県
に
よ
っ
て
５
月

に
、
四
国
中
央
市
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
、
館
林
市
が
選
ば
れ
た
。
有
事
の
際

の
迅
速
か
つ
円
滑
な
受
援
の
た
め
に
は
、

平
時
か
ら
両
市
間
で
支
援
ニ
ー
ズ
の
把

握
や
意
見
交
換
な
ど
を
行
い
、「
顔
の
見

え
る
関
係
を
構
築
し
て
お
く
」
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ま
で
ご
縁
の
無

か
っ
た
遠
隔
地
の
自
治
体
と
の
関
係
構

築
は
、
決
し
て
容
易
で
は
な
い
。
言
う

な
れ
ば
、
お
見
合
い
や
マ
ッ
チ
ン
グ
ア

プ
リ
で
縁
談
が
調
っ
た
よ
う
な
緊
張
感

だ
。

　

館
林
市
の
多
田
善
洋
市
長
と
は
、
運

良
く
６
月
の
全
国
市
長
会
議
の
会
場
で

名
刺
交
換
を
し
、
挨
拶
を
交
わ
す
こ
と

が
で
き
た
も
の
の
、
同
市
の
土
地
柄
や

気
候
風
土
、
歴
史
文
化
、
産
業
経
済
の

特
色
な
ど
、
全
く
未
知
の
世
界
で
あ
っ

た
。

　

今
回
は
、
各
地
で
容
赦
な
く
災
害
が

頻
発
し
て
い
る
こ
と
、
市
議
会
で
ご
質

北
関
東
の

　
パ
ー
ト
ナ
ー

四
国
中
央
市
長

　
大
西
賢
治

　

被
災
地
で
支
援
に
携
わ
っ
た
職
員
た
ち
が
、
現
地
で
の
活

動
や
感
じ
た
思
い
を
伝
え
ま
す
。

令
和
８
年
熊
本
地
震

被
災
地
支
援
の
現
場
か
ら

トイレ支援

令和 8 年 8 月 6 日～ 25 日
支援期間

八代市の避難所に災害用トイレ
トレーラーを設置し、被災地の
トイレ環境の確保を支援しまし
た。

活動内容

派遣職員
1班 青木 予防課 / 宮岡 財政課

2班 長野 危機管理課 / 石井 国土管理課

3班 佐藤 危機管理課 / 金子 同左 

4班 山下 危機管理部 / 宮﨑 警防課

　
熊
本
地
震
の
被
災
地
で
ト

イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
の
支
援
に

当
た
り
、
避
難
所
の
皆
さ
ま

の
切
実
な
表
情
が
今
も
脳
裏

か
ら
離
れ
ま
せ
ん
。
確
実
な

情
報
伝
達
や
受
援
体
制
、
設

備
管
理
の
教
訓
は
他
人
事
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
経
験

を
風
化
さ
せ
ず
、
本
市
の
防

災
力
強
化
と
環
境
改
善
に
全

力
を
尽
く
し
ま
す
。

危
機
管
理
課　

長
野

教
訓
を
未
来
の
備
え
に

給水支援

令和 8 年 8 月 2 日～ 23 日
支援期間

八代市や八代郡氷川町で、自
衛隊や全国の自治体などと連
携し、給水支援活動に当たり
ました。

活動内容

派遣職員
1班 篠原 水道総務課 / 北嶋 上水道課

2班 堀川 上水道課 / 渡部 下水道課

3班 吉岡 水道総務課 / 菊池 上水道課 

4班 高橋 上水道課 / 仙波 下水道課

5班 合田 上水道課 / 山川 工業用水課



四国中央市の地形や地質などから、
自然災害や防災について考えます。

高橋治
じ ろ う

郎（愛媛大学名誉教授）
先着 40 人程度
11/11（水）9：00 開始
 暁雨館  28-6325

暁雨館大学
四国中央市の地質から四国中央市の地質から
みた防災についてみた防災について
12/12（土）13：30〜15：00
暁雨館  企画展示室

11/28（土）～12/6（日）9：00～17：00
   ※ 11/28（土）は 11：00 ～、12/6（日）は 16：00 まで
しこちゅ～ホール

庭園を眺めながらお茶を楽しみます。
石川安

や す よ

代（日本茶インストラクター）
各回先着 8 人  ※ 1 団体 3 人まで
800 円　  11/11（水）9：00 開始
暁雨館  28-6325

お茶を楽しみながら
庭を愛でる庭を愛でる
12/5（土）
　① 13：00〜14：00
　② 14：15～15：15
暁雨館  和室 絵手紙と水彩画約100点を展示します。

紙のまち資料館
　  　28-6257

81 歳が紡ぐ色鮮やかな世界
高橋高橋篤篤

と く よと く よ

世世  彩りの便り展  彩りの便り展
開催中～ 11/29（日）
　9：00〜16：00
紙のまち資料館  3 階

11/22（日）9：30〜12：00（受付 9：00～）
金子国際ターミナル集合  ※雨天決行

もちなげ
 11/21（土）
 　11：00〜  体育館前
 　15：00〜  JAうま本店前
 11/22（日）
 　10：00〜  JAうま本店前
 　14：00〜  体育館前

伊予三島運動公園体育館 ほか

JAうま グリーンフェスタ
11/21（土）10：00〜16：00
11/22（日）  9：00〜14：45
ジャジャうま広場（中之庄町 1684-4）

 JAうま総合企画部  24-3827

 産業祭実行委員会事務局（農業振興課内）28-6323

作品を募集します！
みなとフォトコンテストみなとフォトコンテスト
テーマ「市内のみなと」
入選者（10 人程度）

・3000 円相当の QUO カードを贈呈
・ホームページや公共施設で紹介
※入選者には令和 9 年 1 月中に通知

会場（駐車場）

港記念公園
●

三島交番  ●
●

港郵便局 

みなとのお仕事を学びながら歩こう！全長 2 km

みなとウォーキングみなとウォーキング＆RORORORO船見学船見学

産業祭
11/21 土 10：00～16：00
11/22 日　9：00～14：45

展示
赤石五葉松盆栽展
農作物展
農林水産業展
紙加工品展

三島川之江港に行ってみよう！
紙のまちを海から支える

 12/25（金）まで
　   メールに住所、氏名、電話番号を明記し、
　   写真（JPEG/1000万画素以上） を添付して応
　   募
　   ※ 1 人 2 作品まで

 港湾課  28-6036
　   　kowan@city.shikokuchuo.ehime.jp

※入場には、マイナンバーカードや運転免許証などの
　身分証明書が必要です

 市内在住の小学生以上（小学生は保護者同伴）
 100 人
 11/17（火）正午まで

　  ①電話で申し込み
　  ②ファクスまたはメールに参加者全員の住所、
　　  氏名、年齢、電話番号を明記して申し込み
　  ※応募者多数の場合は初めての方を優先し抽選

 港湾課  28-6036　FAX 28-6189
　  　 kowan@city.shikokuchuo.ehime.jp

バザー

四国中央市

・貨物専用フェリー

　RORO 船見学

・物流倉庫見学

・ガントリークレーン

　見学

・港のお仕事紹介



①ヤドカリと共生・寄生する生き物　　10：00～12：00
 市内在住の中学・高校生   25 人

ヤドカリを観察して学ぼう！ヤドカリを観察して学ぼう！
11/22（日）10：00〜15：30
川之江ふれあい交流センター

 小学 3 年～中学 3 年生  ※小学 3 年生以下は保護者同伴
先着 30 人　  500 円（保険料含む）

 11/11（水）～11/26（木）　持 筆記用具、タオル、飲み物
 かわのえ理科クラブ  080-5125-5772（髙野）

顕微鏡で探そう！ 砂の中の宝石砂の中の宝石
12/5（土）10：00〜12：00
川之江ふれあい交流センター

300 円（保険料含む）
 11/20（金）まで  ※応募者多数の場合は責任抽選

　  ① 2 次元コードから LINE 登録後、学校、学年、
　  　氏名を明記し送信
　  ② 2 次元コードから申し込み
持 筆記用具、タオル、飲み物

 かわのえ理科クラブ  080-5125-5772（髙野）

②ヤドカリと一緒に暮らす生き物たち  13：30～15：30
 市内在住の小学生 ※小学 3 年生以下は保護者同伴
 20 人

野外で五感を使ったゲームを行い、秋の自然を楽しみます。
30 人程度
高校生以上 300 円、中学生以下 200 円

 11/13（金）まで
　  参加者全員の住所、氏名、年齢、電話番号を明記し、
　  メールで申し込み  ※応募者多数の場合は責任抽選

 えひめ赤星シェアリングネイチャーの会
　　  24-7551（石川）akaboshisn@gmail.com

秋の自然とふれあおう！
秋のネイチャーゲーム秋のネイチャーゲーム
11/15（日）10：00〜12：00（受付 9：30～）
森と湖畔の公園  中央広場集合  ※雨天決行

Mr. マリックが認めたマジシャン、
三
さ ん し ろ う

志郎さんと TAKUYA さんによる
マジックショーを楽しもう！

一般 1500 円、高校生以下 500 円

しこちゅ～マジックちゅ～！
三志郎三志郎のイリュージョンのイリュージョン SHOWSHOW
1/30（土）14：00開演（開場 13：15）
しこちゅ～ホール  小ホール

チケット販売場所など
詳しくはこちら▼

　   チケット販売開始  11/27（金）
 しこちゅ～ホール  59-4510

　  ※当日 300 円増
　  ※ 3 歳児未満は、大人 1 人につき 1 人
　　  ひざ上鑑賞無料

①申し込み
はこちら▶

②申し込み
はこちら▼

申
し
込
み
は

こ
ち
ら
◀

三志郎さん TAKUYA さん

国内外で活躍するオペラ歌手たちが集い、華やかなオペラ
の名曲をお届けします。
四国中央少年少女合唱団と女声合唱団川之江も特別出演！

一般 3000 円、学生 1500 円

響きあうハーモニー
オペラ・ブロッサム 4オペラ・ブロッサム 4
12/5（土）18：00開演（開場 17：30）
しこちゅ～ホール  大ホール

四国中央市出身の
ガネヴィ正美さんも出演！

　  ※当日 500 円増
　  ※未就学児入場不可
　  チケット販売中
　   ・カイナン（三島中央 3-17-21）
　   ・オンラインチケット teket
　   ・ベリョーザチケット窓口

 日露音楽サークル  ベリョーザ
　  　090-9774-0949（池田）

市民ミュージカルの中心となって活動している劇団サイケデ
リック・マンモスによる、名作「クリスマス・キャロル」をベー
スにした江戸と現代を行き来する愛の物語。
前回の市民ミュージカルの衣装・写真展も開催します。

1000 円  ※当日 500 円増
　  チケット販売中 しこちゅ～ホール

劇団サイケデリック・マンモス
　　  080-3165-8875（山本）

ふれあいあ～とフェスタ
劇団サイケデリック・マンモス公演劇団サイケデリック・マンモス公演
聖夜奇譚 聖夜奇譚   ～サイケのクリスマス・キャロル～～サイケのクリスマス・キャロル～
① 12/19（土）17：00開演（開場 16：30）
② 12/20（日）14：00開演（開場 13：30）
しこちゅ～ホール  小ホールなど

オンライン
チケット
teket ▶

秋季県展に入選した秀逸な作品のうち、本市からの出品
作品を展示。

まちおこし課  28-6125

秋季県展  秋季県展  四国中央市移動展
11/28（土）～12/6（日）9：00～17：00
   ※ 11/28（土）は 11：00 ～、12/6（日）は 16：00 まで
しこちゅ～ホール

消防車両や資機材の展示のほか、
ポンプ車乗車や放水、救命
などを体験できます。

消防本部  28-9119

まちを守るヒーローになろう！
しこちゅ～消防フェスティバルしこちゅ～消防フェスティバル
11/29（日）10：00〜15：00
消防防災センター

講師対象者定員参加費募集期限・期間、申し込み方法問い合わせ先



水引でクリスマスの飾りを作ろう水引でクリスマスの飾りを作ろう
12/12（土）13：00～16：00
紙産業技術センター（妻鳥町乙 127）
伝統の水引細工でクリスマスを彩ろう！

県内在住の方  20 人
11/29（日）まで  ※必着

　  往復はがき、ファクスまたはメールで
　  申し込み
　  ※応募者多数の場合は責任抽選

県紙産業技術センター  58-2144
　  　 FAX 58-2145
　  　kami-cnt@pref.ehime.lg.jp

あったかなまちづくり活動支援事業
サトウキビから黒糖を作ろう！サトウキビから黒糖を作ろう！  第 2・3弾

12/5（土）9：00～11：00
土居町畑野  ※場所の詳細は参加者にメールで連絡

朝の部    9：00～11：30
昼の部  13：00～15：30
サトウキビを絞る体験や、サトウキビジュースの試飲も
できます。

各部 30 人  
申し込みは
こちら▼

製糖した黒糖の試食も行います。
中学生以上　 20 人

12/6（日）9：00～15：30
土居町出雲大社横 製糖工場

（土居町土居 113-4）

高校生以下 500 円、一般 1000 円
11/26（木）まで

　  2 次元コードから申し込み
　  ※応募者多数の場合は責任抽選

チガヤ倶楽部  chigaya2022@gmail.com

県内外で活躍する選手が、効率よく走るためのフォームや
日頃のケア方法を教えてくれます。

小学生の部	   10：00～12：00（受付 9：30～）
 40 人

トップ選手から学ぼう！
ひめぎん女子陸上部ひめぎん女子陸上部  ランニング教室  ランニング教室
11/29（日）10：00～15：30
川之江運動場

 300 円
 11/20（金）まで  

　  申込書と参加費をエリエールスポーツクラブに持参
　  ※応募者多数の場合は責任抽選

 エリエールスポーツクラブ  24-3688

中学生以上の部	  13：30～15：30（受付 13：00～）
 30 人

詳
し
く
は

こ
ち
ら
◀

講師対象者定員参加費募集期限・期間、申し込み方法問い合わせ先

①サトウキビの収穫体験①サトウキビの収穫体験

②黒糖作り見学②黒糖作り見学

誰でも参加OK！

タイピング大会や、誰でも参加できる
クイズに参加しながら情報通信技術に
ついて学ぼう！
   タイピング大会   タイピング大会  13：00～14：00
   小学 4～6 年生
   10 人程度
   当日会場で申し込み

あったかなまちづくり活動支援事業
見て、触って、おどろいて！見て、触って、おどろいて！
しこちゅ～しこちゅ～ I C TI C T フェスフェス
11/22（日）13：00～16：30
しこちゅ～ホール  小ホール

詳
し
く
は

こ
ち
ら
◀

 四国中央未来塾  58-8881
参加者募集

力を合わせて勝利を掴み取れ！
四国中央市綱引大会四国中央市綱引大会
12/20（日）9：00～12：00（受付 8：20～）
アリーナ土居
学校や職場の仲間と参加して、優勝を目指そう！
部門  地区対抗の部　　    選手 8 人（うち女性 2 人以上）
　　  一般男女混合の部　選手 5 人（うち女性 2 人以上）
　　  小学 5・6 年生男子・女子の部　  選手 6 人
　　  小学 4 年生以下男子・女子の部　選手 6 人

 100 円  ※保険に未加入の方のみ
12/9（水）まで

　  川之江体育館、伊予三島運動公園体育館、アリーナ
　  土居、各公民館に設置の申込書を各体育館へ提出

川之江体育館  28-6255

紙のまち  新春競書大会新春競書大会
1/17（日）
　①    9：00～　9：55（三島・土居・新宮地域）
　② 10：40～11：35（川之江地域、市外）
伊予三島運動公園体育館
技術、美しさ、力強さ…書の腕前を競おう！

小学 3 年生～中学 3 年生
11/1（日）～12/1（火）

　  2 次元コードから申し込み
持 書道セット、上履き、座布団

まちおこし課  28-6125

四国中央市の魅力を切り取ろう！
四国中央フォトコンテスト 四国中央フォトコンテスト   作品募集
テーマ「四国中央市の魅力」
風景や文化、イベントなどの写真を募集します。
応募点数  1 人 5 点まで
　　　　  ※ 2026 年１月以降に撮影した未発表の作品
応募方法  メールに住所、氏名、電話番号、作品タイトル、
　　　　  撮影場所、撮影日時を明記し送付

申
し
込
み
は

こ
ち
ら
◀

　　　　　※複数応募の場合はメールを分けて送付
　　　　　※写真データは 5MB 以内（JPEG を推奨）

11/2（月）～12/25（金）
市観光協会  77-5003  

　　  shikochu-kankou@cosmostv.jp

詳
し
く
は

こ
ち
ら
◀



しんしん ゆうゆう

おやおや ともとも

中高年世代活躍応援講演会中高年世代活躍応援講演会（対面＋オンライン）（対面＋オンライン）

11/27（金）13：00～16：00 　（受付開始 12：30 ～）

松山市民会館 小ホール（松山市堀之内）

杉村太
たいぞう

蔵氏による講演会や就職に役立つセミナー、個別相談会などが開催されます。
対象   中高年世代（概ね 35 歳～ 59 歳の方）とその家族、知り合いの方
定員   先着 50 人
申込期間   11/1（日）～11/25（水） 17：00
申込・問い合わせ先  

　中高年世代活躍応援プロジェクト事業事務局
　＜受託企業＞ 株式会社東京リーガルマインド松山支社
　　089-961-1173　mty@lec.co.jp

申し込みは
こちら▼

詳しくは
こちら▼

法皇青年会議所  総務広報委員会委員長

合田 健
け ん た ろ う

太郎さん　（株式会社合英）

1995 年　三島金子 生まれ
座右の銘  「切磋琢磨」

仕事人
四国中央市 法皇青年会議所

紙のまちの
未来未来を
切り開く

創立30周年
伝
統
と
新
し
い
紙
の
未
来
へ

　
機
械
エ
ン
ジ
ニ
ア
か
ら
紙
業
界
へ
転
身

し
、
最
初
は
苦
労
も
あ
り
ま
し
た
が
、
自
分

が
関
わ
っ
た
商
品
が
実
際
に
使
わ
れ
て
い

る
光
景
を
見
る
度
に
、
今
は
大
き
な
や
り
が

い
を
感
じ
て
い
ま
す
。「
紙
の
ま
ち
」
と
呼

ば
れ
る
地
元
で
こ
の
業
界
に
携
わ
れ
る
こ

と
は
誇
り
で
あ
り
、
業
界
を
支
え
る
一
員
と

し
て
役
に
立
ち
た
い
と
い
う
責
任
感
を
胸

に
日
々
奮
闘
し
て
い
ま
す
。「
今
あ
る
も
の

を
残
し
つ
つ
、
新
し
い
紙
を
創
造
す
る
」
こ

と
が
目
標
で
す
。

仲
間
の
絆
を
大
切
に

　
法
皇
青
年
会
議
所
を
通
じ
て
多
く
の
挑

戦
を
経
験
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
出
会
っ
た
仲

間
た
ち
が
「
困
っ
た
時
は
お
互
い
様
」
と
手

を
差
し
伸
べ
て
く
れ
た
こ
と
は
、
何
物
に
も

代
え
が
た
い
財
産
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
未
来

を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
も
、
人
と
の
つ
な
が

り
や
絆
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

学生に聞いた

中之庄町 1684-10 24-1000

社会人から学生社会人から学生
に戻った感想に戻った感想

藤田  礼
れ い

さん
（2 年・川之江高校卒）

言語聴覚学科 学生INTERVIEW

専門実践教育訓練専門実践教育訓練
給付金制度給付金制度

● 体験学習
● 個別相談会
● 保護者説明会 など

オープンキャンパスオープンキャンパス

社会人限定！社会人限定！

1129 日

10：00～

詳しくは
こちら▼

◀詳しくは
　こちら

給付額

対象学科

・作業療法学科
・言語聴覚学科

最大168万円
返済不要

厚生労働大臣が指定する専門
実践教育訓練講座となります。

　小学 1 年生のときに言語聴覚士の先生に
お世話になったことがあります。その後、
会社員を経て、放課後等デイサービスで子
どもたちと関わる仕事に就きました。子ど
もたちの成長を支援する中で、コミュニ
ケーションを支える専門職の大切さを実感
し、言語聴覚士を目指すようになりました。
社会人経験を経た今だからこそ、当時の自
分を支えてくれた「言語聴覚士」という仕
事の尊さを改めて感じています。
　この学校では、社会人向けの給付金制度
を利用できたことで、経済的な不安を抑え
ながら学業に取り組めています。将来は、
地元の方々に寄り添える言語聴覚士を目指
します。

遠回りしたからこそ、遠回りしたからこそ、
学ぶ楽しさを実感中学ぶ楽しさを実感中

公式サイト
はこちら▼



【ミニ展示】

下分馬木遺跡第二次調査地
発掘調査報告書刊行記念展
発掘調査報告書が刊行されたことを
記念し、関連資料を展示・紹介します。

イベント情報
歴史考古博物館 -高原ミュージアム-

28-6260

11/7（土）～1/10（日）
9：00～17：00 （最終入館 16：30）

期間

場所 歴史考古博物館

宇摩向山古墳一般公開

国指定史跡である宇摩向山古墳の
横穴式石室を公開します。

11/22（日） 10：00～15：00
（最終入場 14：30）

※ 11：00～11：30 学芸員による解説

期間

場所 宇摩向山古墳
（金生町下分乙 18-2）

問

詳しくは
こちら▶

水
は
米
作
り
の
生
命
線

　
今
か
ら
二
千
年
以
上
前
、
日
本
に
伝
え

ら
れ
た
稲
作
は
水
を
張
っ
た
水
田
で
稲
を

栽
培
す
る
「
水す

い
と
う稲

農の
う
こ
う耕

」
で
し
た
。
そ
れ

以
来
、
日
本
の
稲
作
で
は
、
水
は
極
め
て

重
要
な
資
源
で
し
た
。
江
戸
時
代
に
な
る

と
、「
石こ

く
だ
か高

」（
お
米
の
生
産
量
を
表
す
当

時
の
単
位
）な
ど
と
も
言
わ
れ
る
よ
う
に
、

米
は
社
会
や
経
済
の
中
心
と
な
り
、
農
業

用
水
の
需
要
は
一
層
高
ま
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
降
水
量
が
少
な
く
、
大
規
模

な
河
川
も
な
い
宇
摩
郡
の
米
作
り
に
と
っ

て
、
水
不
足
は
慢
性
的
な
課
題
で
し
た
。

限
ら
れ
た
水
を
巡
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
― 

村
々
の
苦
労 

―

　
か
つ
て
の
宇
摩
郡
で
は
、
毎
年
の
よ
う

に
水
不
足
が
起
こ
り
、
数
年
周
期
で
大
規

模
な
旱か

ん
ば
つ魃

に
見
舞
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
た

だ
し
、
水
不
足
の
深
刻
さ
は
村
ご
と
に
異

な
り
ま
し
た
。

　
江
戸
時
代
後
期
の
西
条
藩
の
地
誌
「
西

條
誌
」
に
は
、
同
藩
領
で
あ
っ
た
宇
摩
郡

十
五
ヶ
村
の
用
水
事
情
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
津
根
村
な
ど

の
よ
う
に
川
や
泉
に
恵
ま
れ
た
村
が
あ
る

一
方
、
蕪
崎
村
や
長
田
村
な
ど
で
は
、
水

の
確
保
に
苦
労
し
て
い
た
様
子
が
う
か
が

え
ま
す
。
こ
う
し
た
村
で
は
、
田
に
小

さ
な
池
を
掘
っ
て
農
業
用
水
と
し
て
利

用
し
て
お
り
、
蕪
崎
村
で
は
そ
の
数
が

百
四
十
、五
十
箇
所
に
達
し
て
い
ま
し
た
。

天
満
村
で
は
、
こ
の
小
池
に
水
を
得
る
た

め
に
十
数
メ
ー
ト
ル
も
掘
削
し
た
こ
と
が

記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
村
々
を
流
れ
る
川
の
水
な
ど
を
巡
っ
て

は
、
円
滑
に
使
う
た
め
の
様
々
な
水
利
慣

行
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

有
限
な
水
を
求
め
て
、
時
に
は
村
同
士
の

激
し
い
水
争
い
へ
発
展
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
宇
摩
郡
内
の
庄
屋
文
書
に
は
、

当
時
の
水
争
い
の
実
態
を
伝
え
る
古
文
書

が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

雨
よ
、
降
れ
降
れ
。
恵
み
の
水
を
求
め
て

　
　
　
　
　 

　 

― 

雨
乞
祈
祷
と
踊
り 

―

　
人
々
が
必
死
に
確
保
し
よ
う
と
し
た
水

で
し
た
が
、
雨
が
降
ら
な
い
と
き
は
神
仏

に
頼
る
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
川
之
江
村
の
大
庄
屋
が
残
し
た
『
川
之

江
村
役
用
記
』
や
、
下
柏
村
の
『
藤
枝

家
文
書
』
に
は
、「
雨
乞
（
雨
請
）」
の

文
字
が
頻
繁
に
見
ら
れ
ま
す
。
嘉
永
六

（
一
八
五
三
）
年
は
、
幾
度
も
雨
乞
の
た

め
の
祈
祷
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
明

和
七
（
一
七
七
〇
）
年
は
、
五
度
の
雨
乞

に
関
わ
る
費
用
が
村
内
総
経
費
の
約
四
割

を
占
め
て
お
り
、
当
時
の
社
会
に
お
い
て

雨
乞
が
強
い
期
待
を
込
め
ら
れ
た
公
的
な

営
み
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
水
へ
の
渇
望
は
、
雨
乞
踊
り

と
い
う
形
で
現
代
に
も
残
さ
れ
て
い
ま

す
。「
水す
い
は
お
ど
り

波
踊
」
や
「
山
田
井
雨
乞
踊
」

な
ど
に
は
、
先
人
た
ち
の
水
を
求
め
る
切

な
る
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

【川之江村役用記】（明和 7年）
正月から 6月までの村入用（村内経費）に
「雨請五度」とある（写真左端）

市内に設置された雨乞踊り（水波踊）をモチーフにした
モニュメントの一部（三島金子） 天に祈りを天に祈りを

― 宇摩郡の水事情 ―



　
内
海
薫
が
刺
さ
れ
た
。
犯
人
は
70
歳
ほ

ど
の
老
人
。
飛
び
降
り
自
殺
を
図
る
も
失

敗
し
、
取
り
調
べ
に
は
黙
秘
を
貫
く
。

　
一
方
、
湯
川
と
草
薙
は
、
老
人
の
〝
あ

る
持
ち
物
〟
を
手
掛
か
り
に
、「
忘
れ
て

は
い
け
な
い
謎
」
の
扉
を
開
き
…
。
ガ
リ

レ
オ
、
最
後
の
謎
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
Ｔ
Ｒ
Ｃ
マ
ー
ク
よ
り
引
用
）

永
遠
の
記
憶

　 

東
野
圭け

い
ご吾

／
著 

　
文
藝
春
秋

小枝クラフト 森のどうぶつたち
12/6（日）10：00〜11：30
川之江図書館
小枝でかわいい動物を作ります。
講  薦田敏

としろう

良（こもちゃんクラフト）
幼児～  ※小学 3 年生以下は保護者同伴
先着 20 人程度　円  300 円（材料代）
11/11（水）10：00 開始

クリスマスリースを作ろう！
12/2（水）10：00〜12：00
土居図書館
本格的なクリスマスリースを作ろう！

先着 12 人　　  円  500 円（材料代）
11/15（日）9：00 開始
剪
せ ん て い

定バサミ

きんこんかんの クリスマス会
12/19（土）14：30〜15：00
三島図書館
クリスマスにちなんだお話を、大型絵本
や紙芝居で楽しみます。

幼児～小学 3 年生  
　  ※小学生未満は保護者同伴

先着 20 人程度
11/28（土）9：00 開始

映画会
韓国映画 DOG  DAYS 君といつまでも
韓国語・日本語字幕
11/19（木）10：00〜12：00
川之江図書館
孤独を抱えた人々とチャーミングな犬た
ちの出会いが奇跡を起こす物語。

先着 25 人程度

　この本は、9 歳で被爆してから、「原
爆の子」として生きてきた著者・早志
百合子さんの 80 年間を綴

つ づ

った本です。
　私が特に印象に残ったのは、早志さ
んの「命さえあれば、どうにかなる」
という言葉です。悩んだり苦しんだり
することもある今の私の心に響き、深
く考えさせられました。
　戦後 80 年を過ぎた今、みなさんも
この本を読んで、もう一度「平和」に
ついて考えてみませんか。

関
川
小
学
校
６
年

松ま
つ
ぎ木

優ゆ

な奈
さ
ん

平和のうぶごえ　「原爆の子」として生きた 80 年
早
は や し

志百
ゆ り こ

合子／著　毎日新聞出版

月曜日と

1111月月の 川之江図書館  28-6256 27 日（金）

三島図書館   28-6053 27 日（金）

土居図書館   28-6354 4日（水）、24 日（火）、27 日（金）

おやこ図書館   28-6258 3 日（火・祝）、29 日（日）

蔵書
1500015000 冊

ホームページ

四
国
中
央
市
図
書
館



ネル
下柏町

フ
ワ
フ
ワ
モ
フ
モ
フ
の

フ
ワ
フ
ワ
モ
フ
モ
フ
の

我
が
家
の
癒
や
し
で
す

我
が
家
の
癒
や
し
で
す

すずちゃん
上柏町

す
ず
ち
ゃ
ん
、
可
愛
い
ね
。

す
ず
ち
ゃ
ん
、
可
愛
い
ね
。

まずは救急電話相談 ＃ 7119 へ！

医療現場の負担を軽減  思いやりのある受診を！
休日当番医や急患医療センターは、市内医療機関
の協力の下で運営されています。急を要するとき
に診療時間を守って利用しましょう。

ぜろ＆いち
土居町津根

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
チ
ワ
ワ
と

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
チ
ワ
ワ
と

ギ
ャ
ル
チ
ワ
ワ

ギ
ャ
ル
チ
ワ
ワ

ペケ
金生町下分

テ
レ
ビ
を
見
る
の
と

テ
レ
ビ
を
見
る
の
と

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
が
大
好
き
で
す

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
が
大
好
き
で
す

むむ
下柏町

我
が
家
の
可
愛
い
三
女

我
が
家
の
可
愛
い
三
女

D
デ ィ オ

.O
金田町金川

置
物
っ
て
言
わ
れ
る
く
ら
い

置
物
っ
て
言
わ
れ
る
く
ら
い

大
人
し
い
子
で
す
。

大
人
し
い
子
で
す
。

急病などで困ったときは…

テレガイド　23-5990　※自動音声
休日当番医や夜間救急医をお伝えします。

病院案内　28-9119　※消防署
休日や夜間などに受診できる病院をお伝えします。

えひめ救急電話相談　＃ 7119
（ダイヤル回線・IP 電話）089-909-9935

医師や看護師が症状を把握し緊急性を判断します。

子ども医療電話相談　＃ 8000
（ダイヤル回線・IP 電話）089-913-2777

医師や看護師が家庭での応急対処の方法などをアドバイスします。

こども急患センター（小児科）　0897-32-5658
診療時間   月～土曜日  21：00～翌

朝6：00
　　　　 日曜・祝日  18：00～ 21：00

新居浜市一宮町
1-13-52

急患医療センター（内科・小児科）　   56-1913
診療時間   月～土曜日  19：30～22：30
　　　　 ※日曜・祝日は休診

妻鳥町1501-1 ※都合により変更される場合があります
※当月 11日から翌月 10日までの予定を掲載しています

休日当番医 9：00 ～ 12：00
14：00 ～ 17：00

診療
時間

※受付時間は医療機関ごとに異なります

東部 西部

11/15
日

川上こどもクリニック 相引医院
57-1155 （金生町山田井） 74-3127 （土居町入野）

11/22
日

福田医院 西岡病院
23-2188 （下柏町） 24-5511 （三島金子）

11/23
月  祝

中央クリニック こんどうファミリークリニック
23-7808 （三島中央） 72-6700 （土居町津根）

11/29
日

大西内科医院 あんどう整形外科
56-2018 （金生町下分） 74-1715 （土居町小林）

12/ 6
日

松岡整形外科医院 みよし循環器クリニック
58-5455 （川之江町） 24-5311 （寒川町）

四
国

中
央

広
報

令
和

8
年

11
月

号
　

11
月

1
日

発
行

〒
799-0497愛

媛
県

四
国

中
央

市
三

島
宮

川
4丁

目
6番

55号
TEL：

0896 -28 - 6000（
代

）
編

集
・

発
行

／
四

国
中

央
市

役
所

経
営

戦
略

課
　

秘
書

広
報

室

ララ
中之庄町

素
晴
ら
し
い
肉
体
美
！

素
晴
ら
し
い
肉
体
美
！

広報 12月号は、12/1（火）発行



紙面の都合上、 質問や答弁内容の一部を要約して掲紙面の都合上、 質問や答弁内容の一部を要約して掲

載しています。 なお、 一般質問の全編動画などが、載しています。 なお、 一般質問の全編動画などが、

それぞれの２次元コードそれぞれの２次元コードからご覧いただけます。からご覧いただけます。

金生川沿いに咲く彼岸花（金生町）金生川沿いに咲く彼岸花（金生町）

キーワードで深掘る
第１回定例会と第２回定例会・p.32
15 議員が登壇！一般質問・・・p.34
第３回定例会議決結果一覧・・p.39
常任委員会審査レポート・・・p.40



　第 1回定例会では、会派からの代表として 6名が代　第 1回定例会では、会派からの代表として 6名が代

表質問を行い、9名が一般質問を行いました。表質問を行い、9名が一般質問を行いました。

　質問内容についてワードクラウド化したところ、登　質問内容についてワードクラウド化したところ、登

場回数 1位の言葉は「事業」、2位は「地域」、3位は「学場回数 1位の言葉は「事業」、2位は「地域」、3位は「学

校」となりました。校」となりました。

　第 1回ということもあってか、次年度実施予定の事　第 1回ということもあってか、次年度実施予定の事

業や現在進行中の事業に関するやりとりが多かったた業や現在進行中の事業に関するやりとりが多かったた

め、「事業」の登場回数が多くなりました。め、「事業」の登場回数が多くなりました。

　「地域」は、三島地域や土居地域などエリアを表す　「地域」は、三島地域や土居地域などエリアを表す

だけでなく、市民の方々が住んでいるそれぞれの地域だけでなく、市民の方々が住んでいるそれぞれの地域

でこれからも安全・安心に暮らせるまちづくりを推進でこれからも安全・安心に暮らせるまちづくりを推進

していることや、また市議会においても、地域産業のしていることや、また市議会においても、地域産業の

振興や地域コミュニティの活性化などによる市の継続振興や地域コミュニティの活性化などによる市の継続

的な発展などを重視していることから、登場回数が多的な発展などを重視していることから、登場回数が多

くなっています。くなっています。

　また、小・中学校の規模適正化や、市内 3高校の今　また、小・中学校の規模適正化や、市内 3高校の今

後の方針、不登校の子ども支援、市内のＩＣＴ教育の後の方針、不登校の子ども支援、市内のＩＣＴ教育の

現状、切れ目ない教育の連携、新宮小・中学校に関す現状、切れ目ない教育の連携、新宮小・中学校に関す

る質問などが行われ、「学校」が登場回数 3 位となりる質問などが行われ、「学校」が登場回数 3 位となり

ました。ました。

　こうしてみると、新年度予算案を議決する 3月議会　こうしてみると、新年度予算案を議決する 3月議会

だけあって、市のさまざまな事業に関する質問が行わだけあって、市のさまざまな事業に関する質問が行わ

れており、市の予算がどういう形で使われることになれており、市の予算がどういう形で使われることにな

るのかが注目されていたのが分かります。るのかが注目されていたのが分かります。

　年に 4 回開催される定例会。議場で議員から市に対して行われる質問では、さまざまなキーワードが飛び交い　年に 4 回開催される定例会。議場で議員から市に対して行われる質問では、さまざまなキーワードが飛び交い

ます。今回の特集では、「ワードクラウド」という手法（登場した回数が多い言葉ほど大きく表示されるもの）を使っます。今回の特集では、「ワードクラウド」という手法（登場した回数が多い言葉ほど大きく表示されるもの）を使っ

て、今年の第１回定例会と第２回定例会の代表質問及び一般質問、それに対する答弁に登場したキーワードから、て、今年の第１回定例会と第２回定例会の代表質問及び一般質問、それに対する答弁に登場したキーワードから、

その時に議員がどんな分野に注目していたか読み解きます。その時に議員がどんな分野に注目していたか読み解きます。

ＡＩを使って、それぞれの議事録から登場回数順に 50

位までの単語を抽出し、ワードクラウド化しました

※



過去の議会の様子は…

四国中央市議会公式四国中央市議会公式

YouTubeチャンネルで！YouTubeチャンネルで！
　　今回とりあげた令和 8 年第 1 回定例会と第 2今回とりあげた令和 8 年第 1 回定例会と第 2

回定例会の質問部分（代表・一般）を、市議会回定例会の質問部分（代表・一般）を、市議会

の公式YouTubeチャンネルでご覧いただけます。の公式YouTubeチャンネルでご覧いただけます。

　過去の映像（令和 3 年第 2 回定例会～令和 8　過去の映像（令和 3 年第 2 回定例会～令和 8

年第 3 回定例会）もご覧いただけますので、ぜ年第 3 回定例会）もご覧いただけますので、ぜ

ひアクセスしてみてください！ひアクセスしてみてください！

市議会公式市議会公式

チャンネルはチャンネルは

こちらから→こちらから→

　第 2 回定例会では、14 名が登壇し一般質問を行っ　第 2 回定例会では、14 名が登壇し一般質問を行っ

た結果、3 月議会とは異なるキーワードが多数登場した結果、3 月議会とは異なるキーワードが多数登場し

ました。上位の顔触れは大きく変わり、1位が「参与」、ました。上位の顔触れは大きく変わり、1位が「参与」、

2位が「副市長」、3位が「避難」となりました。2位が「副市長」、3位が「避難」となりました。

　「参与」「副市長」は、4 月以降に参与 3 名が就任し　「参与」「副市長」は、4 月以降に参与 3 名が就任し

たことに関する質問や、第 1回時に提案予定であったたことに関する質問や、第 1回時に提案予定であった

副市長人事に関する質問の中で多く登場しました。副市長人事に関する質問の中で多く登場しました。

　副市長と参与が上位 2つを占めるなど、市長就任か　副市長と参与が上位 2つを占めるなど、市長就任か

ら 1年が経過し、副市長が不在であることもあり、特ら 1年が経過し、副市長が不在であることもあり、特

に注目されたトピックでした（副市長人事案は第 3回に注目されたトピックでした（副市長人事案は第 3回

定例会で否決※詳細は 39 ページ）。定例会で否決※詳細は 39 ページ）。

　また、5 月に「南海トラフ地震における応急対策職　また、5 月に「南海トラフ地震における応急対策職

員派遣制度アクションプラン」に基づき、本市の災害員派遣制度アクションプラン」に基づき、本市の災害

時の支援自治体として群馬県館林市が決定されたこと時の支援自治体として群馬県館林市が決定されたこと

を受けた質問や、災害時の避難支援体制に関する質問を受けた質問や、災害時の避難支援体制に関する質問

がなされるなど、災害関係の話題から「避難」が 3位がなされるなど、災害関係の話題から「避難」が 3位

にランクインしました。にランクインしました。

　防災関係に注目している議員は多く、支援自治体と　防災関係に注目している議員は多く、支援自治体と

しての館林市との関係を今後どう構築していくかも注しての館林市との関係を今後どう構築していくかも注

目されています。目されています。

　さまざまな課題が山積する本市。その分野は実に多　さまざまな課題が山積する本市。その分野は実に多

岐にわたります。議会だよりでは、今後も議会でのや岐にわたります。議会だよりでは、今後も議会でのや

りとりを分かりやすくお伝えしていきます。りとりを分かりやすくお伝えしていきます。



　

大
西
市
長
が
就
任
し
て
か
ら
ほ
ぼ
１
年
半
が
経
過
し
た
。

就
任
当
初
は
「
各
部
長
に
頑
張
っ
て
も
ら
い
、
自
分
も
頑

張
っ
て
取
り
組
み
、
当
分
は
副
市
長
を
置
か
ず
に
様
子
を

見
た
い
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
年
末
頃
に

副
市
長
２
人
体
制
の
話
が
出
て
き
た
の
で
驚
い
た
。
今
後

の
対
応
を
ど
う
お
考
え
か
伺
う
。

　

就
任
以
来
、
官
民
共
創
を
意
識
し
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
に
対
し
、
各
部
局
長
を
始
め
と
す
る
職
員
と
共
に
、

全
力
で
取
り
組
ん
で
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
極
め
て
深

刻
な
地
域
の
経
済
情
勢
の
も
と
、
複
雑

か
つ
多
岐
に
わ
た
る
諸
問
題
に
つ
い
て
、

複
数
同
時
に
緊
急
か
つ
重
要
な
判
断
を

求
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、「
行
政
の
ス

ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
」
と
「
専
門
性
の
強
化
」

の
た
め
、
本
来
あ
る
べ
き
体
制
で
市
政

運
営
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、

ご
心
配
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

現
在
、
今
議
会
の
最
終
日
に
副
市
長

の
選
任
に
関
す
る
議
案
を
提
出
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め

て
い
る
。
併
せ
て
、
市
長
・
副
市
長
・
教
育
長
の
給
与
を

期
限
付
き
で
減
額
す
る
条
例
案
も
提
出
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

近
年
、
全
国
各
地
で
大
規
模
災
害
が
発
生
す
る
中
、
支

援
物
資
を
被
災
者
の
手
元
ま
で
届
け
る
災
害
物
流
の
重
要

性
が
高
ま
っ
て
い
る
。
在
宅
避
難
者
や
車
中
泊
避
難
者
な

ど
、
避
難
所
以
外
で
生
活
す
る
被
災
者
を
ど
の
よ
う
に
把

握
し
、
必
要
な
物
資
を
確
実
に
届
け
る
仕
組
み
を
構
築
し

て
い
る
の
か
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

　

本
市
で
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
２
次
元
コ
ー
ド
を
読
み

取
る
こ
と
で
避
難
状
況
を
把
握
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
導
入

を
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、
指
定
避
難
所
や
給
水
場
所
な

ど
に
設
け
る
物
資
配
布
所
に
お
い
て
、
在
宅
避
難
者
な
ど

の
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
併
せ
て
、
自

分
で
物
資
を
取
り
に
来
ら
れ
な
い
方
な
ど
の
た
め
に
、
自

主
防
災
組
織
な
ど
被
災
者
同
士
が
協
力
し
支
え
合
え
る
仕

組
み
づ
く
り
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
再
生
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

更
に
、
事
前
の
登
録
に
よ
り
在
宅
避
難
者
な
ど
の
把
握

率
を
高
め
る
「
自
主
運
営
型
登
録
避
難
所
」
の
制
度
に
つ

い
て
も
検
討
し
て
い
る
。
こ
の
登
録
避
難
所
が
公
民
館
な

ど
の
指
定
避
難
所
と
連
携
す
る
こ
と
で
、
支

援
物
資
の
供
給
や
長
期
の
避
難
生
活
を
支
え

ら
れ
る
仕
組
み
に
成
り
得
る
と
考
え
て
お
り
、

今
後
も
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

他
の
質
問　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
支
援
に
つ
い
て
／
夏
休

み
中
の
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
に
つ
い
て

他
の
質
問　

鳥
獣
被
害
の
現
状
と
対
策
に
つ
い
て
／
空
き

家
の
状
況
と
対
策
に
つ
い
て

　

ま
ず
、「
賢
く
縮
む
」
と
は
ど
う
い
う
事
か
ご
教
示
願
う
。

　

当
市
は
、
合
併
時
約
９
万
６
千
人
だ
っ
た
人
口
が
今
や

８
万
人
を
切
り
、
２
０
４
０
年
に
は
お
よ
そ
６
万
人
に
な

る
と
い
う
推
計
が
出
さ
れ
て
い
る
。
公
共
施
設
や
上
下
水

道
、
市
道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
を
始
め
、
市
役
所
の
体
制
な
ど
、

何
を
守
り
、
何
を
縮
め
、
何
に
重
点
投
資
し
て
い
く
の
か
。

　
「
賢
く
縮
む
自
治
体
経
営
」
と
は
、
人
口
減
少
を
前
提
と

し
な
が
ら
、
で
き
る
だ
け
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
す
る
こ

と
を
第
一
義
と
し
、
持
続
可
能
な
市
政
運
営
を
目
指
す
考

え
方
で
あ
る
。

　

持
続
可
能
な
市
政
運
営
を
目
指
し
、
限
ら

れ
た
資
源
を
よ
り
重
要
で
不
可
欠
な
分
野
へ

振
り
向
け
る
た
め
、
適
切
な
選
択
が
求
め
ら

れ
る
。「
守
る
も
の
」
と
し
て
防
災
・
消
防
・

イ
ン
フ
ラ
な
ど
生
活
に
不
可
欠
な
機
能
を
優
先
維
持
し
、

「
縮
め
る
も
の
」
で
は
、
機
能
維
持
を
前
提
に
、
た
だ
削
減

で
は
な
く
「
箱
モ
ノ
」
か
ら
「
使
い
道
」
へ
発
想
転
換
し
、

公
共
施
設
の
統
合
・
複
合
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
「
重
点
投
資
す
る
分
野
」
と
し
て
は
、
若
者
が
市
内
で
働

け
る
仕
組
み
づ
く
り
を
軸
と
し
た
「
人
を
結
ぶ
政
策
」、
企

業
誘
致
・
留
置
の
た
め
の
「
産
業
を
磨
く
政
策
」、
災
害
へ

の
備
え
を
強
化
す
る
「
生
命
を
守
る
政
策
」
の
３
分
野
に

重
点
を
置
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

他
の
質
問　

本
市
の
高
齢
者
施
策
に
つ
い
て

議
員

議
員

議
員

吉
田
善
三
郎

田
邉
恵
子

山
川
和
孝

副
市
長
人
事
に
つ
い
て

　
答
弁　

市
長

　
答
弁　

危
機
管
理
課
長

市
長
提
言
の
「
賢
く
縮
む
自
治
体
経
営
」
に

つ
い
て

　
答
弁　

市
長
、
経
営
企
画
部
長

災
害
時
の
支
援
物
資
に
お
け
る
「
ラ
ス
ト
ワ

ン
マ
イ
ル
問
題
」
に
つ
い
て



　

こ
の
夏
、
愛
媛
新
聞
に
土
居
高
校
が
募
集
停
止
方
針
と

な
っ
た
旨
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。
市
民
の
間
で
高
校
存

続
へ
の
不
安
が
高
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
思
う
が
、
市
内
３

高
校
の
現
状
と
、
市
の
姿
勢
及
び
方
向
性
を
伺
う
。

　

三
島
高
校
を
除
く
川
之
江
高
校
、
土
居
高
校
は
普
通
科

に
お
い
て
入
学
者
が
定
員
の
５
～
６
割
程
度
と
な
る
な
ど

定
員
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
る
現
状
が
あ
る
。
加
え
て
、

少
子
化
の
影
響
に
よ
る
更
な
る
生
徒
の
減
少
や
市
内
中
学

生
の
市
内
高
校
へ
の
進
学
率
低
下
も
見
ら
れ
、
生
徒
数
の

減
少
傾
向
は
今
後
も
続
く
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
市
内
の
高
校
の
存
続
に
つ
い
て
は
地

域
に
と
っ
て
も
重
要
な
案
件
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、

本
市
と
し
て
も
、
愛
媛
県
立
学
校
振

興
計
画
後
期
計
画
の
地
域
協
議
会
に

お
い
て
、
本
市
の
課
題
や
意
見
を
県

教
育
委
員
会
に
強
く
主
張
す
る
な
ど
、

市
内
３
高
校
の
存
続
に
向
け
て
働
き

か
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

発
電
事
業
終
了
時
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
な
ど
の
廃
棄
に
つ

い
て
、
市
民
か
ら
不
安
の
声
が
あ
る
。
非
Ｆフ
ィ
ッ
ト

Ｉ
Ｔ
事
業
者

が
増
加
し
て
い
る
現
状
に
お
い
て
、
太
陽
光
発
電
所
建
設

が
市
内
で
広
が
っ
た
場
合
、
事
業
終
了
後
の
廃
棄
物
放
置

な
ど
の
不
適
切
管
理
や
廃
棄
処
分
費
用
に
つ
い
て
、
市
の

考
え
を
伺
う
。

　

太
陽
光
発
電
事
業
の
終
了
時
に
は
、
事
業
者
の
責
任
で

設
備
を
適
正
に
撤
去
・
処
分
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ

れ
て
お
り
、
事
業
者
が
倒
産
や
廃
業
し
た
場
合
で
あ
っ
て

も
、
免
除
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

　

こ
う
し
た
廃
棄
物
放
置
の
リ
ス
ク
を

防
ぐ
た
め
、
国
に
お
い
て
は
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ

制
度
に
基
づ
く
廃
棄
費
用
積
立
制
度
を

法
的
に
義
務
付
け
て
い
る
。
一
方
、
非

Ｆ
Ｉ
Ｔ
事
業
者
に
つ
い
て
は
、
国
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
く
自
主
的
な
対
応

と
な
っ
て
い
る
た
め
、
市
と
し
て
国
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
遵じ

ゅ
ん
し
ゅ守

と
計
画
的
な
廃

棄
費
用
の
積
み
立
て
を
求
め
る
と
共
に
、
住
民
説
明
会
な

ど
で
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
適
正
な
廃
棄
計
画
が
着
実
に

実
行
さ
れ
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
く
。

　

教
員
は
平
均
で
労
働
11
時
間
中
の
休
憩
時
間
が
12
分
と

い
う
調
査
結
果
が
あ
る
な
ど
過
酷
な
条
件
で
働
い
て
い
る
。

結
果
、
離
職
者
が
近
年
増
加
し
て
い
る
。
働
き
方
改
革
や
、

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
、
地
元
出
身
の
教
員
増
員
の
戦
略

に
つ
い
て
伺
う
。
ま
た
小
学
生
が
過
去
10
年
で
25
％
減
少

し
て
い
る
中
で
、
今
後
の
学
校
再
編
の
方
向
性
を
伺
う
。

　

本
市
教
育
委
員
会
に
お
い
て
も
、「
四
国
中
央
市
学
校
に

お
け
る
働
き
方
改
革
推
進
計
画
」
を
策
定
し
、
教
職
員
の

心
身
の
健
康
を
保
ち
、
誇
り
や
、
や
り
が
い
を
持
っ
て
能

力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
環
境
を
整
え
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
る
。
ま
た
、
風
通
し
の
良
い
職
場
づ
く
り
の
推
進
は

も
と
よ
り
、
愛
媛
県
教
育
委
員
会
が
取
り
組
ん
で
い
る
Ａ

Ｉ
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
シ
ス
テ
ム
の
活
用
も
推
奨
し
て
い
る
。

地
元
出
身
教
員
の
増
員
に
向
け
て
は
、
早
い
段
階
か
ら
多

様
な
進
路
選
択
を
視
野
に
入
れ
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進

を
図
り
、
教
職
を
将
来
の
夢
と
し
て
描
き
や
す
い
環
境
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

本
市
の
小
中
学
校
統
廃
合
計

画
に
つ
い
て
は
、
今
後
国
の
手

引
と
照
ら
し
な
が
ら
児
童
生
徒

の
適
正
な
学
習
環
境
の
確
保
を

最
優
先
と
し
、
学
校
規
模
の
適

正
化
に
向
け
調
査
・
審
議
を
進

め
て
い
き
た
い
。

他
の
質
問　

福
祉
避
難
所
の
現
状
に
つ
い
て
伺
う
／
小
・

中
学
校
に
お
け
る
プ
ー
ル
授
業
に
つ
い
て
伺
う
／
四
国
中

央
市
の
活
力
ア
ッ
プ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
て
い
る
の
か
伺

う

他
の
質
問　

書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
甲
子
園
に
つ
い
て
／

防
災
・
減
災
の
取
り
組
み

議
員

議
員

議
員

猪
川　

護

宮
﨑　

恵

吉
原　

敦

市
内
高
等
学
校
の
存
続
と
市
の
姿
勢
を
伺
う

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
事
業
に
つ
い
て

教
育
組
織
、
教
育
現
場
、
教
員
育
成
、
学
校

再
編
な
ど
の
教
育
改
革
に
つ
い
て

　
答
弁　

教
育
長
、
教
育
部
長

　
答
弁　

市
民
部
長

　
答
弁　

市
長
、
教
育
長
、
教
育
部
長

通常、 年に４回開かれる定例会で実施。 議員らがそれぞれの視点から市政に関して質問通常、 年に４回開かれる定例会で実施。 議員らがそれぞれの視点から市政に関して質問

するもので、 一定の持ち時間の中で一括質問もしくは一問一答形式で実施される。するもので、 一定の持ち時間の中で一括質問もしくは一問一答形式で実施される。「一般質問」とは ...とは ...



　

プ
ー
ル
を
各
校
に
１
つ
ず
つ
「
保
有
」
し
、
個
別
に
管

理
費
を
費
や
す
時
代
を
終
わ
ら
せ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

学
校
再
編
計
画
の
中
に
「
プ
ー
ル
施
設
の
集
約
化
や
共
同

利
用
」
あ
る
い
は
「
民
間
の
屋
内
プ
ー
ル
の
活
用
」
を
明

確
に
盛
り
込
み
、
天
候
に
左
右
さ
れ
な
い
安
全
で
快
適
な

環
境
構
築
を
目
指
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

　

県
下
で
も
民
間
に
授
業
を
委
託
す
る
実
証
事
業
を
進
め

て
い
る
自
治
体
が
あ
り
、
プ
ー
ル
の
維
持
・
管
理
コ
ス
ト

や
教
員
の
負
担
の
軽
減
な
ど
が
期
待
さ
れ
、
導
入
に
向
け

た
検
討
や
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

８
月
に
文
部
科
学
省
が
改
定
し
た
「
公
立
小
学
校
・
中

学
校
の
適
正
規
模
・
適
正
配
置
等
に
関
す
る
手
引
」
に
お

い
て
も
、
統
合
後
の
学
校
に
お
け
る
学
習
内
容
は
、
学
習

形
態
に
応
じ
た
施
設
整
備
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
必
要
と

示
さ
れ
て
お
り
、
現
在
本
市
で
も
児
童
生
徒
数
の
将
来
推

計
や
学
校
施
設
の
現
状
把
握
な
ど
を
進
め
て
い
る
。
民
間

施
設
や
公
共
プ
ー
ル
の
活
用
に
つ

い
て
は
、
学
校
再
編
計
画
に
お
い

て
も
重
要
な
観
点
の
一
つ
だ
と
考

え
て
い
る
。

　

精
神
障
が
い
の
あ
る
方
へ
の
医
療
費
助
成
は
、
身
体
・

知
的
障
が
い
と
比
べ
制
度
上
の
差
が
あ
り
、
治
療
の
継
続

や
家
族
の
負
担
軽
減
の
観
点
か
ら
拡
充
が
必
要
で
あ
る
。

　

県
に
お
け
る
制
度
化
の
動
向
を
踏
ま
え
、
本
市
と
し
て

助
成
拡
充
を
検
討
す
る
考
え
は
な
い
か
、
市
長
の
見
解
を

伺
う
。

　

医
療
費
助
成
制
度
の
新
た
な
創
設
に
は
、
財
源
確
保
が

何
よ
り
も
重
要
で
あ
り
、
本
市
の
財
政
状
況
が
今
後
更
に

厳
し
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
上
、
市
で
実
施
し
て
い

る
福
祉
医
療
制
度
に
関
し
て
県
か
ら
２
分
の
１
の
補
助
を

受
け
て
い
る
現
状
で
は
、
市
単
独
で
の
実
施
は
困
難
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
、
県
議
会
６
月
定
例
会

に
お
い
て
精
神
障
が
い
が
あ
る
方
へ
の
医
療
費
助
成
の
制

度
化
が
議
論
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
今
後
は
、
県
が
示
す

で
あ
ろ
う
方
針
や
他
の
自
治
体
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
医
療
費
助
成
の
充
実
に
加
え
、
医
療
機
関
や
地
域

生
活
支
援
な
ど
が
一
体
と
な
っ
た
包
括
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ

が
不
可
欠
で
あ
り
、
福
祉
関
係
機
関
と
の
更
な
る
連
携
を

図
り
つ
つ
、
精
神
障
が
い
の
あ
る
方
の
支
援
体
制
の
充
実

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

他
の
質
問　

官
民
共
創
に
よ
る
健
康
寿
命
の
延
伸
と
予
防
・

重
症
化
予
防
の
推
進
に
つ
い
て
／
自
治
体
間
連
携
の
推
進
に

つ
い
て

他
の
質
問　

防
災
・
減
災
の
観
点
に
お
け
る
林
道
維
持
管

理
の
重
要
性
と
今
後
の
整
備
方
針
に
つ
い
て

　

本
市
が
締
結
し
て
い
る
災
害
時
応
援
協
定
74
協
定
の
う

ち
、
３
社
と
施
設
の
一
部
使
用
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
締
結
先
に
お
い
て
、
母
子
や
乳
幼
児

へ
の
寄
り
添
い
、
障
が
い
が
あ
る
子
ど
も
へ
の
配
慮
と
し

て
、
安
心
で
き
る
施
設
や
病
院
に
移
動
す
る
ま
で
の
短
期

間
の
母
子
避
難
所
を
開
設
す
る
べ
き
だ
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

　

現
在
、
本
市
の
災
害
時
応
援
協
定
の
う
ち
、
民
間
施
設
と

の
利
用
協
定
に
つ
い
て
は
、
福
祉
避
難
所
と
し
て
17
か
所
、

施
設
利
用
を
目
的
と
し
た
３
件
の
協
定
を
締
結
し
て
い
る

が
、
利
用
方
法
を
明
確
に
し
た
協
定
書
で
は
な
く
、
市
が

適
切
に
運
用
・
利
用
す
る
よ
う
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

母
子
避
難
所
に
つ
い
て
は
福
祉
避
難
所
の
一
つ
と
し
て

開
設
す
る
予
定
で
あ
る
が
、
民

間
施
設
を
利
用
し
災
害
時
の
初

動
か
ら
開
設
す
る
こ
と
は
、
現

状
で
は
困
難
だ
と
考
え
て
い

る
。
今
後
も
市
内
の
宿
泊
施
設

な
ど
も
含
め
た
開
設
可
能
な
場

所
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
行
っ

て
い
く
。

他
の
質
問　

災
害
時
に
お
け
る
住
宅
火
災
予
防
対
策
に
つ

い
て
／
小
・
中
学
校
に
お
け
る
学
校
図
書
及
び
教
科
書
に

関
す
る
取
り
扱
い
に
つ
い
て

議
員

議
員

議
員

石
津
裕
之

下
司
早
智
子

宇
田
秀
雄

持
続
可
能
な
水
泳
教
育
環
境
の
在
り
方
に
つ

い
て

　
答
弁　

教
育
長
、
教
育
部
長

　
答
弁　

市
長

女
性
視
点
に
よ
る
避
難
所
運
営
に
つ
い
て

　
答
弁　

危
機
管
理
監

精
神
障
が
い
者
に
対
す
る
医
療
費
助
成
の
拡

充
に
つ
い
て



　

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
乗
り
継
ぎ
や
料
金
に
つ
い
て
改

善
の
要
望
が
あ
る
と
思
う
が
、
そ
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

　

ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
な
ど
の
循
環
バ
ス
の
よ
う

な
新
し
い
公
共
交
通
体
系
の
導
入
に
つ
い
て
、
市
の
考
え

を
伺
う
。

　

今
年
度
策
定
し
た
四
国
中
央
市
地
域
公
共
交
通
計
画
に

基
づ
き
、
エ
リ
ア
を
ま
た
い
だ
乗
降
場
所
の
追
加
な
ど
の

施
策
を
着
実
に
推
進
し
な
が
ら
、
運
行
方
法
の
見
直
し
に

よ
る
改
善
事
例
の
研
究
を
続
け
る
な
ど
、
乗
り
継
ぎ
負
担

の
軽
減
に
努
め
て
い
く
。
料
金
に
つ
い
て
は
、
デ
マ
ン
ド

タ
ク
シ
ー
は
あ
く
ま
で
既
存
の
主
要
な
交
通

手
段
を
補
う
も
の
と
し
て
、
他
の
交
通
事
業

者
と
競
争
を
引
き
起
こ
さ
な
い
よ
う
配
慮
し

な
が
ら
、
月
額
な
ど
定
額
で
一
定
範
囲
乗
れ

る
定
額
運
賃
の
導
入
を
施
策
と
し
て
進
め
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
新
し
い
公
共
交
通
体
系
に
つ
い
て
は
、
計
画
に

お
い
て
も
複
合
的
な
交
通
体
系
の
構
築
を
明
記
し
て
お
り
、

既
存
の
路
線
バ
ス
や
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
な
ど
と
組
み
合

わ
せ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
な
ど
の
、
新
た
な
交
通
シ
ス

テ
ム
の
導
入
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
を
進
め
て
い
く
。

　

道
路
、
水
道
な
ど
の
基
幹
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
管
理
は
自

治
体
の
責
務
で
あ
り
、
専
門
知
識
を
有
し
た
技
術
職
の
職

員
が
不
可
欠
で
あ
る
。
し
か
し
少
子
化
や
人
口
流
出
、
民

間
と
の
待
遇
格
差
か
ら
職
員
確
保
は
難
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
ん
な
状
況
下
で
も
人
員
確
保
は
必
須
と
考
え
る
が
市

の
考
え
、
対
策
を
問
う
。

　

採
用
試
験
に
お
け
る
第
３
次
試
験
の
廃
止
や
、
全
国
で

受
験
可
能
な
テ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
方
式
採
用
の
拡
大
な
ど
受

験
者
の
負
担
軽
減
と
併
せ
て
、
技
術
職
や
専
門
職
の
採
用

試
験
回
数
増
加
や
通
年
採
用
方
式
を
と
る
な
ど
応
募
機
会

の
拡
大
を
行
い
、
人
材
確
保
の
機
会
を
最
大
化
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ま
た
高
校
卒
業
者
向
け
土
木
技
術
職
の
専
門
試
験
を
廃

止
し
、
普
通
科
や
商
業
科
な
ど
の
卒
業
生
で
も
受
験
可
能

と
す
る
こ
と
で
、
専
門
知
識
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
幅
広
く

募
集
を
行
う
こ
と
に
加
え
、
入
庁

後
職
場
で
の
経
験
や
実
務
を
通
し

て
ス
キ
ル
を
高
め
る
手
法
や
、
研

修
を
通
じ
て
技
術
職
員
と
し
て
育

成
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　

今
年
６
月
に
、
頼
れ
る
身
寄
り
の
な
い
高
齢
者
へ
の
支

援
を
盛
り
込
ん
だ
改
正
社
会
福
祉
法
が
成
立
。
こ
れ
に
よ

り
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
入
院
や
死
後
の
葬
儀
、
納
骨
手

続
き
な
ど
を
担
え
る
よ
う
に
な
る
。
支
援
の
内
容
は
多
岐

に
わ
た
り
、
担
当
者
は
幅
広
い
知
識
と
経
験
が
求
め
ら
れ

る
。
こ
う
し
た
支
援
に
つ
い
て
市
と
し
て
の
考
え
を
伺
う
。

　

こ
の
改
正
に
あ
た
っ
て
は
、
実
施
主
体
と
な
る
社
会
福

祉
協
議
会
の
担
当
者
に
、
よ
り
幅

広
い
知
識
と
経
験
が
求
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
た
め
、
今
後
本
市
で

は
、
研
修
機
会
の
充
実
と
専
門
職

の
育
成
に
取
り
組
む
な
ど
、
担
当

者
の
人
員
数
と
ス
キ
ル
レ
ベ
ル
の

確
保
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　

併
せ
て
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
医
療
機
関
、
成
年
後
見

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
関
係
機
関
が
適
切
に
連
携
・

協
働
で
き
る
相
談
支
援
体
制
の
整
備
が
肝
要
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
、
身
寄
り
の
な
い
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
最
期
ま
で
安
心
し
て
生
活
を
継
続
で
き
る
環
境
の
構
築

に
努
め
て
い
く
。

他
の
質
問　

ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
に
つ
い
て
／
土
地
改

良
事
業
に
お
け
る
受
益
者
負
担
に
つ
い
て
／
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
の
運
行
状
況
に
つ
い
て

他
の
質
問　

大
地
震
を
始
め
と
す
る
災
害
時
の
対
応
に
つ

い
て
／
市
内
の
高
等
学
校
に
つ
い
て

他
の
質
問　

い
つ
、
何
が
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
災
害
に

ど
う
備
え
る
の
か
／
生
活
道
路
の
法
定
速
度
見
直
し
に
つ

い
て

三
宅
繁
博

議
員

議
員

議
員

三
浦
克
彦

佐
藤　

駿

公
共
交
通
に
つ
い
て

技
術
職
職
員
の
確
保
に
つ
い
て

身
寄
り
の
な
い
高
齢
者
支
援
に
つ
い
て

　
答
弁　

市
長
、
地
域
振
興
部
長

　
答
弁　

総
務
部
長

　
答
弁　

福
祉
部
長



　

６
月
議
会
時
に
も
質
問
し
た
が
、
法
務
局
四
国
中
央
支

局
の
印
紙
売
場
が
令
和
６
年
９
月
末
で
閉
鎖
さ
れ
、
利
用

者
が
不
便
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
印
紙
売
場
の
早
期
再
開

に
つ
い
て
、
市
の
考
え
と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

文
書
で
の
回
答
を
求
め
る
。

　

６
月
議
会
に
お
い
て
答
弁
し
た
と
お
り
、
本
市
と
し
て
、

国
へ
の
「
印
紙
売
り
さ
ば
き
所
の
運
営
再
開
」
ま
た
は
「
印

紙
自
動
販
売
機
の
早
期
設
置
」
を
求
め
る
要
望
活
動
を
進

め
る
た
め
、
市
内
中
小
企
業
を
会
員
と
す
る
四
国
中
央
商

工
会
議
所
及
び
土
居
町
商
工
会
を
始
め
、
司
法
書
士
会
な

ど
を
含
む
７
団
体
に
対
し
、
国
へ
の
要
望
に
係
る
説
明
を

行
い
、
要
望
趣
旨
に
賛
同
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

現
在
は
、
本
市
及
び
市
議
会
を
始
め
、
７
団
体
と
の
連

名
に
よ
る
要
望
書
を
作
成
す
る
と
共
に
、
当
該
支
局
の
管

轄
機
関
と
要
望
書
の
提
出
に
向
け
た
調
整
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

※
後
日
文
書
に
て
回
答
し
た
内
容

　

３
千
円
と
い
う
中
途
半
端
な
金
額
の
生
活
応
援
商
品
券

が
配
付
さ
れ
る
ま
で
要
し
た
期
間
が
半
年
余
り
、
二
転
三

転
し
な
が
ら
い
ま
だ
に
続
く
副
市
長
不
在
問
題
な
ど
、
言

葉
で
は
な
く
結
果
が
全
て
で
あ
る
行
財
政
運
営
に
お
い
て
、

市
民
か
ら
の
評
価
は
得
ら
れ
て
い
な
い
現
状
で
あ
る
が
ど

う
考
え
る
か
。

　

商
品
券
の
額
に
つ
い
て
は
、
国
の
物
価
高
騰
対
応
重
点

支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
総
額
か
ら
人
口
な
ど
を
基

に
算
出
し
３
千
円
と
し
た
。
発
送

が
８
月
に
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て

は
、
ホ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
偽
造
防

止
対
策
や
封
入
時
の
多
重
チ
ェ
ッ

ク
な
ど
、
安
全
で
確
実
な
実
施
に

必
要
な
準
備
期
間
を
確
保
し
た
た

め
で
あ
り
、
何
卒
ご
理
解
い
た
だ

き
た
い
。

　

ま
た
副
市
長
不
在
が
長
期
化
し

た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
候
補
者
の
選
任
に
時
間
が
か
か
っ

た
こ
と
は
も
と
よ
り
、
副
市
長
不
在
に
つ
い
て
の
発
言
が

誤
解
を
招
い
た
面
も
あ
り
、
大
い
に
反
省
す
る
と
こ
ろ
も

あ
る
が
、
今
議
会
に
お
い
て
副
市
長
選
任
に
関
す
る
同
意

を
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

大
西
市
長
の
就
任
後
、
学
校
再
編
な
ど
こ
れ
ま
で
手
付

か
ず
だ
っ
た
数
々
の
社
会
課
題
へ
の
対
応
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
始
動
し
て
い
る
。
人
口
減
少
が
進
む
現
在
、
決
裁
権
を

持
つ
副
市
長
２
人
体
制
の
充
実
は
多
様
な
課
題
へ
の
有
効

な
施
策
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

　

本
市
の
現
状
を
鑑
み
る
と
、
１
名
の
副
市
長
が
重
責
の

全
て
を
担
う
よ
り
も
、
２
名
の
副
市
長
が
、
各
々
の
知
見

や
専
門
性
の
高
い
分
野
を
分
担
し
、
多
岐
に
わ
た
る
責
務

に
つ
い
て
も
分
散
さ
せ
る
体
制
の
ほ
う
が
、
よ
り
質
の
高

い
行
政
効
果
を
も
た
ら
す
こ
と
が
可
能

と
な
り
、
ひ
い
て
は
市
民
の
幸
福
度
を

高
め
、
市
政
の
発
展
に
大
き
く
資
す
る

こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

　

役
割
分
担
と
し
て
、
組
織
全
体
の
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
や
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
、

行
財
政
運
営
を
総
括
す
る
「
守
り
」
の
副
市
長
１
名
と
、
産

業
振
興
や
港
湾
の
振
興
、
企
業
会
計
の
業
務
改
善
や
紙
の

ま
ち
の
再
生
・
再
興
を
総
合
的
に
推
進
す
る
「
攻
め
」
の

副
市
長
１
名
を
そ
れ
ぞ
れ
選
任
す
る
こ
と
が
、
現
在
の
本

市
に
と
っ
て
最
善
の
策
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

他
の
質
問　

９
月
18
日
に
提
案
予
定
で
あ
る
副
市
長
２
名

設
置
案
の
具
体
的
必
要
性
を
問
う
／
過
去
の
一
般
質
問
と

質
疑
の
内
容
に
つ
い
て
／
防
災
減
災
に
つ
い
て

他
の
質
問　

市
役
所
の
職
場
環
境
整
備
は
喫
緊
の
課
題
／

市
民
の
投
書
を
受
け
「
市
長
に
聞
い
て
み
た
い
こ
と
」

他
の
質
問　

所
有
者
不
明
土
地
等
対
策
に
つ
い
て
／
観
光

戦
略
に
つ
い
て

議
員

谷　

國
光

議
員

議
員

曽
我
部 

清

村
上
智
子

松
山
地
方
法
務
局
四
国
中
央
支
局
の
印
紙
売

場
に
つ
い
て

地
に
足
の
着
い
た
市
政
運
営
を
市
民
は
望
ん

で
い
る

副
市
長
人
事
に
つ
い
て

　
答
弁　

総
務
調
整
課
長

　
答
弁　

市
長
、
紙
国
再
興
課
長

　
答
弁　

市
長



議員名

議案番号

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22
賛
成
数

議
決
結
果

佐
藤　

駿

田
邉　

恵
子

村
上　

智
子

宮
﨑　

恵

石
津　

裕
之

宇
田　

秀
雄

下
司
早
智
子

横
内　

博
之

猪
川　

護

三
浦　

克
彦

眞
鍋　

利
憲

飛
鷹　

裕
輔

吉
原　

敦

眞
鍋　

幹
雄

山
川　

和
孝

三
宅　

繁
博

川
上　

賢
孝

山
本　

照
男

吉
田
善
三
郎

原
田　

泰
樹

谷　

國
光

曽
我
部　

清

議案第 72 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

議　

長

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 20 可決

議案第 74 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 20 可決

議案第 78 号 × ○ ○ ○ × × × × × ○ × ○ ○ ○ × ○ × × × × × 8 不同意

議案第 79 号 × ○ ○ ○ × × × × × ○ × ○ ○ ○ × ○ × × × × × 8 不同意

議案第 80 号 × ○ ○ ○ × × × × × ○ × ○ ○ ○ × ○ × × × × × 8 否決

8 年陳情第 1 号 × × × × × × × × × × × ○ × × × × × × × × × 1 不採択

賛成？反対？

番
号

件
名

議
決
結
果

議
案
議
案

第第
6262
号号

四
国
中
央
市
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正

四
国
中
央
市
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

す
る
条
例
に
つ
い
て

原
案
可
決

原
案
可
決

議
案
議
案

第第
6363
号号

四
国
中
央
市
老
人
つ
ど
い
の
家
条
例
の

四
国
中
央
市
老
人
つ
ど
い
の
家
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

原
案
可
決

原
案
可
決

議
案
議
案

第第
6464
号号

四
国
中
央
市
自
治
会
館
条
例
を
廃
止
す

四
国
中
央
市
自
治
会
館
条
例
を
廃
止
す

る
条
例
に
つ
い
て

る
条
例
に
つ
い
て

原
案
可
決

原
案
可
決

議
案
議
案

第第
6565
号号

令
和
８
年
度
四
国
中
央
市
一
般
会
計
補

令
和
８
年
度
四
国
中
央
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

正
予
算
（
第
２
号
）

原
案
可
決

原
案
可
決

議
案
議
案

第第
6666
号号

令
和
８
年
度
四
国
中
央
市
国
民
健
康
保

令
和
８
年
度
四
国
中
央
市
国
民
健
康
保

険
診
療
所
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

険
診
療
所
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

（
第
２
号
）

原
案
可
決

原
案
可
決

議
案
議
案

第第
6767
号号

令
和
８
年
度
四
国
中
央
市
介
護
保
険
事

令
和
８
年
度
四
国
中
央
市
介
護
保
険
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

原
案
可
決

原
案
可
決

議
案
議
案

第第
6868
号号

令
和
８
年
度
四
国
中
央
市
介
護
予
防
支

令
和
８
年
度
四
国
中
央
市
介
護
予
防
支

援
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

援
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）
号
）

原
案
可
決

原
案
可
決

議
案
議
案

第第
6969
号号

令
和
８
年
度
四
国
中
央
市
水
道
事
業
会

令
和
８
年
度
四
国
中
央
市
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

原
案
可
決

原
案
可
決

議
案
議
案

第第
7070
号号

令
和
７
年
度
四
国
中
央
市
工
業
用
水
道

令
和
７
年
度
四
国
中
央
市
工
業
用
水
道

事
業
会
計
剰
余
金
の
処
分
に
つ
い
て

事
業
会
計
剰
余
金
の
処
分
に
つ
い
て

原
案
可
決

原
案
可
決

議
案
議
案

第第
7171
号号

令
和
７
年
度
四
国
中
央
市
公
共
下
水
道

令
和
７
年
度
四
国
中
央
市
公
共
下
水
道

事
業
会
計
剰
余
金
の
処
分
に
つ
い
て

事
業
会
計
剰
余
金
の
処
分
に
つ
い
て

原
案
可
決

原
案
可
決

議
案
議
案

第第
7272
号号

愛
媛
地
方
税
滞
納
整
理
機
構
規
約
の
変

愛
媛
地
方
税
滞
納
整
理
機
構
規
約
の
変

更
に
つ
い
て

更
に
つ
い
て

原
案
可
決

原
案
可
決

議
案
議
案

第第
7373
号号

愛
媛
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
規

愛
媛
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
規

約
の
変
更
に
つ
い
て

約
の
変
更
に
つ
い
て

原
案
可
決

原
案
可
決

議
案
議
案

第第
7474
号号

川
之
江
体
育
館
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
外
改

川
之
江
体
育
館
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
外
改

修
工
事
（
建
築
・
機
械
）
請
負
契
約
の

修
工
事
（
建
築
・
機
械
）
請
負
契
約
の

締
結
に
つ
い
て

締
結
に
つ
い
て

原
案
可
決

原
案
可
決

議
案
議
案

第第
7575
号号

川
之
江
体
育
館
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
外
改

川
之
江
体
育
館
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
外
改

修
工
事
（
電
気
）
請
負
契
約
の
締
結
に

修
工
事
（
電
気
）
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て

つ
い
て

原
案
可
決

原
案
可
決

議
案
議
案

第第
7676
号号

物
品
購
入
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

物
品
購
入
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

原
案
可
決

議
案
議
案

第第
7777
号号

四
国
中
央
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

同
意

番
号

件
名

議
決
結
果

議
案
議
案

第第
7878
号号

四
国
中
央
市
副
市
長
の
選
任
に
つ
き
同

四
国
中
央
市
副
市
長
の
選
任
に
つ
き
同

意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

不
同
意

議
案
議
案

第第
7979
号号

四
国
中
央
市
副
市
長
の
選
任
に
つ
き
同

意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

不
同
意

議
案
議
案

第第
8080
号号

市
長
等
の
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

否
決

議
案
議
案

第第
8181
号号

下
泉
田
線
道
路
災
害
復
旧
工
事
請
負
契

約
の
締
結
に
つ
い
て

原
案
可
決

原
案
可
決

認
定
認
定

第第
11
号号

令
和
７
年
度
四
国
中
央
市
一
般
会
計
及

令
和
７
年
度
四
国
中
央
市
一
般
会
計
及

び
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に

び
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に

つ
い
て

つ
い
て

継
続
審
査

認
定
認
定

第第
22
号号

令
和
７
年
度
四
国
中
央
市
水
道
事
業
会

令
和
７
年
度
四
国
中
央
市
水
道
事
業
会

計
決
算
、
四
国
中
央
市
工
業
用
水
道
事

計
決
算
、
四
国
中
央
市
工
業
用
水
道
事

業
会
計
決
算
及
び
四
国
中
央
市
下
水
道

業
会
計
決
算
及
び
四
国
中
央
市
下
水
道

事
業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

事
業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

継
続
審
査

諮
問
諮
問

第第
22
号号

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

異
議
な
き

旨
答
申

88
年
陳
情

年
陳
情

第第
11
号号

日
本
政
府
に
非
核
三
原
則
の
堅
持
を
求

日
本
政
府
に
非
核
三
原
則
の
堅
持
を
求

め
る
陳
情

め
る
陳
情

不
採
択

不
採
択

決
算
特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

決
算
特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

（
議
長
発
議
）

（
議
長
発
議
）

原
案
可
決

決
算
特
別
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い

決
算
特
別
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い

てて

選
任
選
任

※
議
案
の
付
託
先
に
つ
い
て
は
、
総
務
市
民
委
員
会
、

総
務
市
民
委
員
会
、
教
育
厚

教
育
厚

生
委
員
会
、
産
業
建
設
委
員
会

生
委
員
会
、
産
業
建
設
委
員
会
で
色
分
け
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
３
委
員
会
に
付
託
さ
れ
て
い
ま
す
。

副
市
長
人
事
に
関
す
る
議
案
は

否
決
否
決

　

定
例
会
最
終
日
に
、
副
市
長
人
事
に
関
す
る
議
案
が

定
例
会
最
終
日
に
、
副
市
長
人
事
に
関
す
る
議
案
が

追
加
提
案
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
３
議
案
に
つ
い
て
、
３
名

追
加
提
案
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
３
議
案
に
つ
い
て
、
３
名

の
議
員
に
よ
る
反
対
討
論
と
、
１
名
の
議
員
に
よ
る
賛

の
議
員
に
よ
る
反
対
討
論
と
、
１
名
の
議
員
に
よ
る
賛

成
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

成
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
賛
成
８
名
反
対

　

採
決
の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
賛
成
８
名
反
対
1313
名
の
反

名
の
反

対
多
数
と
な
り
、
否
決
（
不
同
意
）
と
な
り
ま
し
た
。

対
多
数
と
な
り
、
否
決
（
不
同
意
）
と
な
り
ま
し
た
。

議
案
書
は

こ
ち
ら
◀

議決結果一覧



（議案第６５号） 令和８年度四国中央市一般会計補正予算 （第２号） ［所管分］

企業版ふるさと納税寄附金を子育て分野に活用します！

　本市では令和２年度から企業版ふるさと納税を導入しており、 いただいた寄付金を各種事

業に活用させていただいています。 ９月末時点で、今年度は２件の寄付をいただいています。

Ｑ　

Ａ　

（議案第６５号） 令和８年度四国中央市一般会計補正予算 （第２号） ［所管分］

土居福祉センターの機能を土居窓口センターに集約します！

　土居福祉センターの機能を土居窓口センターに移転することにより、 施設の集約化を図り、 利用者のサービス充

実を図ります。

Ｑ　

Ａ　

（議案第６５号） 令和８年度四国中央市一般会計補正予算 （第２号） ［所管分］

市内公園設備を修繕します！

　整備から年月が経過し傷みが見られる設備について、 より快適で安全にご利用いただくため

に、 補修や修繕を行います。

Ｑ

Ａ

委員会
記録は
コチラ
から▶

　議会では、市の条例の制定や改正、予算や決算など、全ての議案をチェックして議決をします。 総務市民・教育厚生・

産業建設委員会の各常任委員会においては、 議案ごとの詳細な審査を行います。 ここでは、 今回の定例会で審査さ

れた議案の中から、 主なものを紹介します。 なお、 全ての議案の議決結果は、 39ページをご覧ください！

寄付金をいただいた具体的な企業名と、 今回の使い道について教えてください。

寄付をいただいた企業は、 株式会社マインドウェイブと、 株式会社松本コンサルタントの２社です。 今回の寄付

金は、 こども家庭課で実施している出産世帯応援補助金事業などに活用する予定です。

土居窓口センター整備事業では、 どのような内容の整備が行われるのでしょうか。

土居窓口センターの１階に社会福祉協議会土居支所及びシルバー人材センター土居連絡所

が、 ２階に地域活動支援センターしゃぼん玉が移転されることに伴い、 居室の作成、 ２階の

床面やトイレの改修などの整備を行います。

今回修繕する予定の内容について、 詳細を教えてください。

関川河川敷ふるさと広場の遊具の再塗装や、 伊予三島運動公園内園路の再舗装、 三島公園の看板修理、 新田公

園のサッカーゴールの再塗装などを行う予定です。

令
和

８
年

11
月

号
　

11
月

１
日

発
行

令
和

８
年

11
月

号
　

11
月

１
日

発
行

編
集

／
四

国
中

央
市

議
会

編
集

／
四

国
中

央
市

議
会

　
　

　
議

会
だ

よ
り

編
集

委
員

会
　

　
　

議
会

だ
よ

り
編

集
委

員
会

四
国

中
央

市
　

四
国

中
央

市
　議

会
だ

よ
り

議
会

だ
よ

り
（

合
冊

　
広

報
 四

国
中

央
）

（
合

冊
　

広
報

 四
国

中
央

）
〒

799-0497　
愛

媛
県

四
国

中
央

市
三

島
宮

川
4

丁
目

6
番

55
号

〒
799-0497　

愛
媛

県
四

国
中

央
市

三
島

宮
川

4
丁

目
6

番
55

号
電

話
：

0896-28-6000（
代

）
電

話
：

0896-28-6000（
代

）
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